
特集 中小企業・小規模企業の振興で
私たちの暮らしを豊かに

　「田治部花いっぱいのまちづくりの会」の
皆さんが丹精込めて育てたマリーゴールド
の花を囲み、田治部ふれあい花まつりが開
催されました。地域の子どもたちも歌や演
奏で花を添えました。また、育てた花は地
域内の各家庭やこども園に配られました。

■ まちやむらのあれこれ　p19
■ みんなの広場　　　　　p２０・２１
■ ハッピーバースデー　　p26
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中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
っ
て
な

あ
に
？

中
小
企
業
基
本
法
で
は
下
の
表
の

よ
う
に
決
ま
っ
て
い
る
の
よ
！

　

新
見
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

基
本
条
例
に
つ
い
て
、
に
ー
み
ん
が
池
田

市
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
よ
！

　

行
政
と
民
間
が
一
体
と
な
っ
て
、
昨
年
３
月
か
ら

協
議
を
重
ね
て
作
成
し
た
条
例
案
が
、
６
月
市
議
会

の
議
決
を
経
て
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

を
応
援
す
る
の
？

市
内
の
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の

進
行
な
ど
で
市
場
規
模
が
縮
小
し
、
後
継

者
の
確
保
も
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
か

ら
、
こ
の
先
、
事
業
の
縮
小
や
廃
業
な
ど

で
事
業
所
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
。

　

事
業
所
が
減
る
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

そ
の
事
業
所
か
ら
こ
れ
ま
で
受
け
て
い
た

サ
ー
ビ
ス
や
商
品
の
購
入
が
で
き
な
く
な

る
だ
け
で
な
く
、
働
く
場
所
も
な
く
な
る

か
ら
、
普
段
の
生
活
や
地
域
の
経
済
に
も

大
き
な
影
響
が
あ
る
の
よ
。

　

ま
た
、
地
域
の
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
は
、
地
域
活
動
や
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創

ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
役
割
を
担
う

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振
興
で

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
豊
か
に

新
見
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
を
制
定

小規模企業者中小企業者業種分類

従業員20人以下の
会社および個人

資本金の額または出資の総額が3億円以下
の会社または常時使用する従業員の数が
300人以下の会社および個人

製造業
その他

従業員 5人以下の
会社および個人

資本金の額または出資の総額が1億円以下
の会社または常時使用する従業員の数が
100人以下の会社および個人

卸売業

資本金の額または出資の総額が5千万円以
下の会社または常時使用する従業員の数が
50人以下の会社および個人

小売業

資本金の額または出資の総額が5千万円以
下の会社または常時使用する従業員の数が
100人以下の会社および個人

サービス業

QA

？
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条
例
制
定
の
背
景

突撃
インタビュー

にーみんの

中小企業基本法の定義

市
内
に
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

っ
て
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
？

市
内
に
は
、製
造
業
、卸
売
業
、小

売
業
、
宿
泊
業
、
飲
食
業
、
建
設

業
な
ど
、
１
６
３
０
の
事
業
所
が
あ
っ
て
、

そ
の
９
割
以
上
が
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
な
の
。

　

そ
し
て
、
市
内
の
事
業
所
で
働
い
て
い

る
１
１
６
５
８
人
の
う
ち
、
８
割
以
上
の

人
が
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
で
働
い
て

い
る
の
よ
。
と
て
も
多
い
わ
よ
ね
！

（
平
成　

年
経
済
セ
ン
サ
ス
よ
り
）

２６

QA

？

 

新
見
市
の
状
況
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特集：中小企業・小規模企業の振興で私たちの暮らしを豊かに

出
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
の
。

　

だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
市
内

の
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
活
性
化
が

と
て
も
大
切
で
、
市
全
体
で
支
援
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
よ
。

条
例
を
制
定
し
た
ら
何
が
変
わ
る

の
？

み
ん
な
が
、
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
の
振
興
が
地
域
の
発
展
に
欠

か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
く
れ
る

よ
う
に
な
る
の
。

　

条
例
の
中
に
は
、
地
域
内
の
各
主
体

（
市
、
中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
、

中
小
企
業
に
関
す
る
団
体
、
大
企
業
者
、

金
融
機
関
、
教
育
機
関
、
市
民
）
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
地
域

全
体
で
、
そ
の
役
割
を
共
有
し
、
協
働
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
ね
。

　

そ
う
し
て
、
市
内
の
持
続
的
な
経
済
循

環
を
促
進
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
実
現
す
る

の
よ
。

新
見
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例

　

新
見
市
は
岡
山
県
の
最
西
北
端
、
高
梁
川
の
源
流

域
に
位
置
す
る
中
国
山
地
の
中
心
都
市
で
す
。

　

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
高
瀬
舟
、
近
代
か
ら

現
代
に
か
け
て
は
鉄
道
や
中
国
自
動
車
道
な
ど
、
時

代
の
変
遷
と
と
も
に
多
様
な
流
通
網
を
発
達
さ
せ
、

人
や
資
材
の
要
衝
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
流
通
網
を
背
景
に
、
本
市
の
産
業
は
、

中
世
の
京
都
東
寺
の
荘
園
「
新
見
庄
」
の
時
代
に
は
、

米
・
和
紙
・
薪
炭
・
漆
な
ど
の
生
産
や
、
た
た
ら
製

鉄
に
よ
る
良
質
な
鉄
の
産
出
を
行
っ
て
お
り
、
近
代

で
は
、
千
屋
牛
に
代
表
さ
れ
る
畜
産
業
、
葉
煙
草
の

生
産
、
果
樹
生
産
な
ど
の
農
林
畜
産
業
や
、
豊
富
な

埋
蔵
量
を
誇
る
石
灰
石
の
総
合
産
地
で
あ
る
こ
と
を

活
か
し
た
石
灰
関
連
の
製
造
業
な
ど
、
地
域
資
源
を

活
か
し
た
産
業
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
経
済
が
発

展
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
地
場
産
業
と
、
そ
の
産
業
を
支
え
る
建

設
業
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
を
含
め
た
地
域

産
業
の
担
い
手
は
、
市
内
の
事
業
所
の
大
多
数
を
占

め
る
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
で
あ
り
、
地
域
の
経

済
と
雇
用
を
支
え
る
役
割
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
、

地
域
の
発
展
と
市
民
生
活
の
向
上
に
大
き
な
貢
献
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
の
進
行
、
急
速
な
少
子
高
齢

化
、
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
等
、
経

済
・
社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
で
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

市
内
の
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
活
性
化
こ
そ
が

最
重
要
で
あ
り
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
創

業
・
育
成
・
維
持
・
発
展
を
地
域
で
支
援
し
て
い
く

取
組
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
新
見
市
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

の
振
興
を
産
業
振
興
に
お
け
る
重
要
施
策
と
し
て
位

置
付
け
、
基
本
理
念
、
基
本
方
針
を
明
確
に
し
、
頑

張
る
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
を
官
民
挙
げ
て
力
強

く
支
援
す
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

自
ら
の
創
意
工
夫
及
び
自
主
的
な
努
力
を
求
め
、
新

見
市
の
持
続
的
な
経
済
循
環
を
促
進
し
、
市
民
に
と

っ
て
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、

こ
の
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

QA

？
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（
目
的
）

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、
本
市
の
中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
振
興
に
関
し
、
基
本
理
念
及
び
市
の
施
策

の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
市
の

責
務
、
中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
の
努
力
、

市
民
の
理
解
と
協
力
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
に
向
け
た

取
組
を
総
合
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
地
域
経
済
の

発
展
及
び
市
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
２
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

（
１
）
中
小
企
業
者　

中
小
企
業
基
本
法
（
昭
和　
３８

年
法
律
第
１
５
４
号
）
第
２
条
第
１
項
各
号
に
規

定
す
る
中
小
企
業
者
で
あ
っ
て
、
市
内
に
事
務
所

又
は
事
業
所
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。

（
２
）
小
規
模
企
業
者　

中
小
企
業
基
本
法
第
２
条

第
５
項
に
規
定
す
る
小
規
模
企
業
者
で
あ
っ
て
、

市
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。

（
３
）
中
小
企
業
に
関
す
る
団
体　

新
見
商
工
会
議

所
、
阿
哲
商
工
会
そ
の
他
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
の
振
興
を
目
的
と
す
る
団
体
を
い
う
。

（
４
）
大
企
業
者　

中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者

以
外
の
事
業
者
で
あ
っ
て
、
市
内
に
事
務
所
又
は

事
業
所
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。

（
５
）
金
融
機
関　

銀
行
、
信
用
金
庫
そ
の
他
金
融

業
を
行
う
者
で
あ
っ
て
、
市
内
に
所
在
す
る
も
の

を
い
う
。

（
６
）
教
育
機
関　

学
校
教
育
法
（
昭
和　

年
法
律

２２

第　

号
）
第
１
条
に
規
定
す
る
学
校
で
あ
っ
て
、

２６
市
内
に
所
在
す
る
も
の
を
い
う
。

（
７
）
市
民　

市
内
に
在
住
、
在
勤
又
は
在
学
を
す

る
も
の
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
３
条　

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振
興
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て
行
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
の
自
ら
の
創

意
工
夫
及
び
自
主
的
な
努
力
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
。

（
２
）
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
は
、
地
域
を
支
え

る
極
め
て
重
要
な
存
在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
小

企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
の
事
業
の
持
続
的
な
発

　

展
が
図
ら
れ
る
こ
と
。

持
続
的
な
経
済
循
環
を
促
進
す
る

っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？

市
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
が
市
内
で

お
金
を
使
う
と
、
そ
の
お
金
は
市

内
の
企
業
や
従
業
員
に
還
元
さ
れ
、
地
域

の
中
で
お
金
が
循
環
す
る
こ
と
に
な
る
わ

よ
ね
。

　

逆
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
が
市
外

で
お
金
を
使
う
と
、
そ
の
お
金
は
市
外
に

流
出
し
て
し
ま
う
の
よ
。

　

だ
か
ら
、
地
域
の
各
主
体
（
市
、
中
小

企
業
に
関
す
る
団
体
、
大
企
業
者
、
金
融

機
関
、
教
育
機
関
、
市
民
）
が
、
そ
れ
ぞ

れ
が
担
う
役
割
に
沿
っ
て
、
中
小
企
業

者
・
小
規
模
企
業
者
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
の
企
業
活

動
が
活
発
に
な
っ
て
、
市
内
の
雇
用
環
境

も
改
善
す
る
し
、
中
小
企
業
者
・
小
規
模

企
業
者
も
、
積
極
的
に
地
域
社
会
に
貢
献

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
の
。

　

す
る
と
、
そ
こ
で
働
く
人
も
潤
い
、
地

域
に
住
む
人
も
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
わ
よ
ね
。

　

こ
う
し
て
、
地
域
に
活
力
を
生
む
好
循

環
に
つ
な
が
る

の
！ QA

？
 

持続的な経済循環促進のイメージ

地域に活力を生む

好循環

条例が目指すところ 

・地域経済の発展
・市民生活の向上

中小企業・小規模企業

地域の各主体

活
力

支
援

地域住民

貢献
・事業活動の向上・改善
・雇用環境の充実
・地域貢献

・中小企業・小規模企業の
　商品の購入やサービスの利用

市、商工会議所・商工会、大企業、
金融機関、学校、市民  などが連携

１条

 

経
済
の
循
環
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（
３
）
市
、
中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
、
中
小

企
業
に
関
す
る
団
体
、
大
企
業
者
、
金
融
機
関
、

教
育
機
関
及
び
市
民
が
、
対
等
な
立
場
で
共
に
地

域
経
済
の
発
展
の
た
め
に
連
携
し
、
協
力
す
る
こ

と
。

（
４
）
中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
と
そ
こ
で
働

く
人
が
、
仕
事
を
通
じ
て
共
に
成
長
し
、
生
き
が

い
や
働
き
が
い
を
実
感
で
き
る
職
場
づ
く
り
や
環

境
づ
く
り
が
図
ら
れ
る
こ
と
。

（
５
）
地
域
資
源
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
循
環
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
。

（
６
）
自
然
環
境
と
の
調
和
に
十
分
配
慮
し
、
地
域

に
根
ざ
し
た
事
業
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
。

（
７
）
生
涯
を
通
じ
て
市
民
の
誰
も
が
安
心
し
て
地

域
で
生
活
を
営
め
、
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
。

（
市
の
責
務
）

第
４
条　

市
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振
興

に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
も
の
と
し
、

そ
の
施
策
の
推
進
に
当
た
り
、
必
要
な
情
報
の
収

集
及
び
提
供
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２　

市
は
、
工
事
の
発
注
、
物
品
及
び
役
務
の
調
達

を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
予
算
の
適
正
な
執
行
に

留
意
し
つ
つ
、
中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
の

受
注
機
会
の
拡
大
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

市
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関

す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
、
必
要
な
財
政
上
の

措
置
を
講
ず
る
。

（
中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
の
努
力
）

第
５
条　

中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
は
、
経

済
・
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
自
主
的
に
事

業
活
動
の
向
上
及
び
改
善
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２　

中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
は
、
事
業
活
動

を
行
う
に
当
た
り
、
自
主
的
に
経
営
基
盤
の
強
化
、

人
材
の
育
成
及
び
雇
用
環
境
の
充
実
を
図
り
、
そ

こ
で
働
く
人
が
生
き
が
い
や
働
き
が
い
を
実
感
で

き
る
職
場
づ
く
り
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３　

中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
は
、
市
が
実
施

す
る
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
策
に
協
力
す

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

４　

中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
は
、
市
内
の
他

の
事
業
者
と
の
連
携
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
内
で

生
産
、
製
造
又
は
加
工
さ
れ
る
製
品
及
び
市
内
で

提
供
さ
れ
る
役
務
の
利
用
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

５　

中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
は
、
地
域
社
会

の
牽
引
役
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
自
覚
し
、
暮

地
域
の
各
主
体
そ
れ
ぞ
れ
が
担
う

役
割
っ
て
な
あ
に
？

市
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

が
発
展
す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な

施
策
を
進
め
た
り
、
必
要
な
お
金
を
準
備

し
た
り
、
市
の
お
金
を
使
う
時
に
は
な
る

べ
く
市
内
の
企
業
に
注
文
す
る
こ
と
に
し

て
い
く
の
。

　

商
工
会
議
所
や
商
工
会
な
ど
の
中
小
企

業
に
関
す
る
団
体
、大
企
業
、金
融
機
関
、大

学
、
高
校
、
小
・
中
学
校
な
ど
の
教
育
機
関

は
、下
図
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
わ
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
中
小
企
業
者
・

小
規
模
企
業
者
が
地
域
社
会
や
生
活
の
上

で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を

理
解
し
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
ら
の
企
業
者

に
よ
る
商
品
の
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
ぜ
ひ
協
力
し
て
も
ら
い
た
い
の
。

　

そ
し
て
、
中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業

者
は
、
自
主
的
な
事
業
活
動
の
向
上
や
改

善
、経
営
基
盤
の
強
化
や
人
材
の
育
成
、雇

用
環
境
の
充
実
、そ
こ
で
働
く
人
が
生
き
が

い
や
働
き
が
い
を
実
感
で
き
る
職
場
づ
く

り
な
ど
で
、地
域
社
会
の
牽
引
役
と
し
て
の

社
会
的
責
任
を
認
識
し
、
暮
ら
し
や
す
い

地
域
社
会
の
実
現
に
貢

献
す
る
よ
う
努
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
の
よ
。

各主体の役割

連携

連携

市の責務

中小企業に関する団体の役割
中小企業・小規模企業の
経営の安定や向上の支援

大企業者の役割
中小企業・小規模企業の役割を
理解し、振興施策に協力

金融機関の役割
中小企業・小規模企業の
資金需要に対応し、成長
を支援

教育機関の役割
中小企業・小規模企業の役割を
児童・生徒・学生に教示、
地域の将来を担う人材を育成

市民の理解と協力
中小企業・小規模企業が地域経済の発展、
市民生活の向上に重要な役割を果たして
いることを理解し、健全な発展に協力

中小企業・小規模企業の振興に
関する施策の策定・実施

自主的な
事業活動の向上・改善、
人材育成・雇用環境の充実、
ワーク･ライフ･バランスの
推進、地域社会に貢献

中小企業者・
小規模企業者の努力

支
援 貢

献

支
援

支
援

支援 支援

5条6条

4条

7条
9条

8条

10条

支
援

QA

？
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域
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特集：中小企業・小規模企業の振興で私たちの暮らしを豊かに
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ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
中
小
企
業
に
関
す
る
団
体
の
役
割
）

第
６
条　

中
小
企
業
に
関
す
る
団
体
は
、
中
小
企
業

者
・
小
規
模
企
業
者
の
経
営
の
安
定
及
び
向
上
の

支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
が
実

施
す
る
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す

る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
大
企
業
者
の
役
割
）

第
７
条　

大
企
業
者
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

の
振
興
が
市
の
経
済
活
動
の
発
展
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
を
理
解
し
、
中
小
企
業
者
・
小
規

模
企
業
者
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
市
が
実

施
す
る
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す

る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２　

大
企
業
者
は
、
中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者

が
生
産
、
製
造
又
は
加
工
す
る
製
品
及
び
提
供
す

る
役
務
の
利
用
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３　

大
企
業
者
は
、
地
域
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と

し
て
の
社
会
的
責
任
を
認
識
し
、
暮
ら
し
や
す
い

地
域
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。

（
金
融
機
関
の
役
割
）

第
８
条　

金
融
機
関
は
、
中
小
企
業
者
・
小
規
模
企

業
者
の
資
金
需
要
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ

り
、
中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
の
経
営
の
向

上
及
び
改
善
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、

市
が
実
施
す
る
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振
興

に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。

２　

金
融
機
関
は
、
必
要
以
上
に
担
保
・
保
証
に
依

存
す
る
こ
と
な
く
、
事
業
内
容
や
成
長
可
能
性
な

ど
を
適
切
に
評
価
し
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

の
成
長
を
支
援
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
教
育
機
関
の
役
割
）

第
９
条　

教
育
機
関
は
、
児
童
、
生
徒
及
び
学
生
に

対
し
、
中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
の
事
業
活

動
が
市
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
へ
の
理
解

を
深
め
る
よ
う
促
し
、
市
が
実
施
す
る
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
及
び
事

業
へ
の
参
加
に
配
慮
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
。

２　

教
育
機
関
は
、
児
童
、
生
徒
及
び
学
生
に
対
し
、

中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
と
協
働
し
て
職
業

　

に
関
す
る
理
解
と
体
験
の
機
会
を
提
供
し
、
一
人

こ
れ
か
ら
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
振
興
を
ど
う
や
っ
て
進
め
て
い

く
の
？

市
内
の
経
済
団
体
や
支
援
団
体
、

学
識
経
験
者
、
教
育
機
関
、
行
政

な
ど
で
構
成
す
る
「
産
業
振
興
会
議
」
を

開
催
す
る
の
。

　

こ
の
「
産
業
振
興
会
議
」
で
、
市
が
中

小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
に
関
す
る
施

策
を
定
め
た
り
、
実
施
し
た
り
す
る
と
き

な
ど
に
、
意
見
を
述
べ
、
効
果
的
に
施
策

が
実
施
で
き
る
よ
う
に
検
証
し
て
も
ら
う

の
。

　

市
で
は
、
今
後
こ
の
会
議
を
中
心
に
、

市
民
や
事
業
者
の
声
、
社
会
経
済
の
動
向

な
ど
を
踏
ま
え
て
、
振
興
施
策
の
充
実
を

図
っ
て
行
く
こ
と
に
し
て
い
る
の
よ
。

　

で
も
、
な
に
よ
り
も
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
が
重
要
な
の
で
、
皆
さ

ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

市
長
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た　
！！

　

み
ん
な
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
大
切

な
条
例
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
ね　
！！

　

市
で
は
、現
在
、企
業
の
皆
さ
ん
が
、事

業
を
拡
大
し
た
り
、
新
し
い
事
業
に
取
り

組
ん
だ
り
し
よ
う
と
す
る
際
の
相
談
や
、

経
費
の
補
助
、
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
を

受
け
や
す
く
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
中
小
企
業
支
援
事
業
補
助
金
制
度

　

展
示
会
等
出
展
事
業
、
専
門
家
派
遣
事

業
、
店
舗
改
修
事
業
お
よ
び
多
言
語
化
対

応
事
業
を
行
う
場
合
に
必
要
と
す
る
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
土
産
品
開
発
支
援
事
業
補
助
金

　

市
の
地
域
産
業
資
源
を
活
用
し
た
新
し

い
土
産
品
開
発
に
係
る
経
費
（
原
材
料
費
、

印
刷
製
本
費
、
委
託
費
、
備
品
購
入
費
）

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
経
営
革
新
支
援
事
業
補
助
金

　

岡
山
県
の
承
認
を
受
け
た
「
経
営
革
新

計
画
」
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
事
業
の
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
中
小
企
業
の
経
営
な
ど

に
関
す
る
相
談
や
、
事
業
活
動
に
必
要
と

な
る
資
金
の
融
資
を
受
け
や
す
く
な
る
お

手
伝
い
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
、
ま
た
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
】

　

商
工
観
光
課　

緯
演
６
１
３
７
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すず き かおる

一
人
の
勤
労
観
、
職
業
観
の
形
成
及
び
地
域
の
将

来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
市
民
の
理
解
と
協
力
）

第　

条　

市
民
は
、
中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者

１０が
地
域
経
済
の
発
展
及
び
市
民
生
活
の
向
上
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、
中

小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
の
健
全
な
発
展
に
協

力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２　

市
民
は
、
中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
が
生

産
、
製
造
又
は
加
工
す
る
製
品
及
び
提
供
す
る
役

務
の
利
用
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
基
本
方
針
）

第　

条　

市
は
、
次
に
掲
げ
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

１１中
小
企
業
者
・
小
規
模
企
業
者
の
振
興
に
関
す
る

施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
１
）
経
営
基
盤
の
強
化
を
支
援
し
、
経
営
の
向
上

及
び
改
善
を
図
る
こ
と
。

（
２
）
資
金
調
達
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
。

（
３
）
起
業
・
創
業
及
び
経
営
の
革
新
の
促
進
を
図

る
こ
と
。

（
４
）
人
材
の
育
成
、
確
保
及
び
定
着
並
び
に
雇
用

の
創
出
を
推
進
す
る
こ
と
。

（
５
）
販
路
及
び
取
引
の
拡
大
を
支
援
す
る
こ
と
。

（
６
）
地
域
内
の
経
済
循
環
の
活
性
化
を
推
進
す
る

こ
と
。

（
７
）
円
滑
な
事
業
承
継
を
推
進
す
る
こ
と
。

（
８
）
地
域
の
資
源
を
活
用
し
、
農
商
工
連
携
及
び

産
学
金
官
（
中
小
企
業
者
、
小
規
模
企
業
者
、
大

企
業
者
、
教
育
機
関
、
金
融
機
関
、
国
、
県
及
び

市
を
い
う
。
）
の
連
携
を
推
進
す
る
こ
と
。

（
９
）
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
振
興
の
た
め
に
必
要
な
施
策
の

推
進
を
図
る
こ
と
。

（
意
見
の
聴
取
等
）

第　

条　

市
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振
興

１２に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
す

る
団
体
で
構
成
す
る
新
見
市
産
業
振
興
会
議
を
開

催
し
、
意
見
を
十
分
に
聴
く
機
会
を
設
け
る
と
と

も
に
、
効
果
的
な
施
策
の
実
施
に
向
け
た
検
証
を

行
う
も
の
と
す
る
。

２　

新
見
市
産
業
振
興
会
議
の
組
織
及
び
運
営
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
市
長
が
別
に
定
め
る
。

（
委
任
）

第　

条　

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

１３市
長
が
別
に
定
め
る
。

条
例
に
込
め
た
思
い

　

こ
こ
数
年
、
市
内
で
行
き
つ
け
の
飲
食

店
や
商
店
の
相
次
ぐ
廃
業
を
目
の
当
た
り

に
し
、
何
と
か
な
ら
な
い
も
の
か
と
考
え

て
い
た
中
、
私
が
所
属
す
る
岡
山
県
中
小

企
業
家
同
友
会
で
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の

事
例
を
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
市
で
は
東
日
本
大
震
災
直
後
、
地
元

の
中
小
企
業
が
「
岩
手
の
会
社
を
１
社
も

つ
ぶ
さ
な
い
」
を
合
言
葉
に
自
主
的
に
復

興
に
取
り
組
み
、
雇
用
を
守
り
な
が
ら
必

死
に
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
が
、
行
政
や
市
民
に
地
元
の
中
小

企
業
が
果
た
す
役
割
の
大
き
さ
に
目
を
向

け
さ
せ
る
契
機
と
な
り
、
中
小
企
業
振
興

条
例
が
制
定
さ
れ
た
と
い
う
の
で
す
。

　

私
は
新
見
市
に
も
多
く
の
共
通
点
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
中
小
企
業
は

決
し
て
そ
の
規
模
は
大
き
く
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
事
業
や
雇
用
を
通
じ
て
市
民
の
暮

ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。
社
員
が
５
人
い

れ
ば
、
そ
の
家
族
を
含
め
る
と　

人
近
い

２０

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
５
社
で
１
０
０
人
で
す
。
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
１
軒
廃
業
す
れ
ば
た
ち

ま
ち
灯
油
の
供
給
が
断
た
れ
、
真
冬
に
ス

ト
ー
ブ
が
使
え
な
く
な
る
高
齢
者
も
大
勢

い
ま
す
。
中
小
企
業
の
衰
退
は
、
ま
さ
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
そ
の
も
の
の
崩
壊
を
意
味

す
る
の
で
す
。

市
内
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
は　

ど
う
あ
る
べ
き
か

　

中
小
企
業
振
興
条
例
は
、
中
小
企
業
や

小
規
模
企
業
が
地
域
で
担
う
機
能
の
重
要

性
を
明
ら
か
に
し
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
理
解
と
協
力
を
求
め
る
と
と
も
に
、
行

政
や
企
業
の
役
割
を
明
文
化
し
、
地
域
を

支
え
る
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
誇
り

と
責
任
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
責

任
は
、
他
力
本
願
で
果
た
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
一
社
一
社
が
知
恵
を
絞
り
、
自

分
達
自
身
の
創
意
工
夫
で
魅
力
あ
る
企
業

づ
く
り
に
本
気
で
取
り
組
ん
で
こ
そ
、
は

じ
め
て
認
め
ら
れ
る
も
の
な
の
で
す
。

市
内
経
済
の
好
循
環
を
生
む
た
め
に

　

今
、
日
本
中
の
地
方
都
市
が
苦
境
に
立

た
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
見
市
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
の
永
き
に
わ
た
っ
て

新
見
市
が
発
展
し
続
け
る
た
め
に
は
、
お

金
や
人
材
な
ど
の
流
出
を
防
ぎ
、
で
き
る

だ
け
市
内
で
循
環
さ
せ
な
が
ら
、
域
外
の

資
源
を
市
内
に
流
入
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
う
し
た
経
済
活
動
の
大
部
分
を

担
う
の
も
中
小
企
業
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

行
政
に
は
ぜ
ひ
、
そ
う
し
た
企
業
の
自
助

努
力
を
応
援
す
る
政
策
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
条
例
の
も

と
で
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
、
行
政
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
共
に
支
え
合
い
励
ま

し
合
い
な
が
ら
、
新
見
市
が
永
続
的
に
発

展
し
続
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

特集：中小企業・小規模企業の振興で私たちの暮らしを豊かに

条例制定はゴールでなく
あくまでもスタート
この条例を活かす施策の
策定などが重要
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●
保
険
料
額
決
定
通
知
書
が
届
き
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
は
、

被
保
険
者
全
員
が
負
担
す
る「
均
等
割
額
」

と
被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
保
険
料
額
は
、
７
月
中

３０

旬
に
対
象
者
全
員
に
「
保
険
料
額
決
定
通

知
書
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
表
１
）

●
保
険
料
の
軽
減

　

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
場

合
は
、
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
前
日
に
、

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
人
は
、
均
等
割
額
が
５
割
軽
減

さ
れ
、
所
得
割
額
は
全
額
免
除
さ
れ
ま

す
。

※
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

　

組
合
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
は
除
く
。

・
所
得
の
少
な
い
人
は
、
世
帯
の
所
得
水

準
に
応
じ
て
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。
軽
減
割
合
は
決
定
通
知
書
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月
１
日
（
４
月
２
日
以
降
に
資
格
取

　

得
の
場
合
は
取
得
日
）
時
点
の
世
帯
主

　

お
よ
び
世
帯
の
被
保
険
者
の
所
得
状
況

　

で
判
定
し
ま
す
。

●
保
険
料
の
納
め
方

　

保
険
料
は
、
原
則
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
納
付
書

や
口
座
振
替
納
付
に
な
り
ま
す
。

・
年
金
額
が
年
額　

万
円
未
満
の
人

１８

・
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　

料
の
合
計
額
が
年
金
受
給
額
の
半
額
を

　

越
え
る
人

・
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
資
格

　

を
取
得
し
た
人
（
約
半
年
間
）
な
ど

※
申
請
に
よ
り
年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振

　

替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

　

だ
し
、
滞
納
が
あ
る
場
合
な
ど
は
相
談

　

が
必
要
で
す
。

●
被
保
険
者
証
・
認
定
証
の
更
新

被
保
険
者
証

　

７
月
下
旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証
（
紫

色
）
を
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
証
に
は
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
の
自
己
負
担
割
合
が
表
示
さ
れ
て
い
ま

す
（
１
割
ま
た
は
３
割
［
現
役
並
み
所
得

者
］
で
、
前
年
の
所
得
に
よ
り
判
定
さ
れ

ま
す
）。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

入
院
・
外
来
に
か
か
わ
ら
ず
、
医
療
機

関
で
診
療
を
受
け
る
場
合
、
事
前
に
医
療

機
関
の
窓
口
に
認
定
証
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
窓
口
で
の
支
払
い
（
保
険
適
用
分
）

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

認
定
証
は
こ
れ
ま
で
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
の
み
に
交
付
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成　

年
８
月
か
ら
は
住
民
税
課
税
世
帯

３０

で
現
役
並
み
所
得
者
も
限
度
額
適
用
認
定

証
の
交
付
が
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

認
定
証
の
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
市

民
課
ま
た
は
各
支
局
・
市
民
セ
ン
タ
ー
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
認
定
証
の
交
付
を
受
け
、
引
き
続

き
該
当
と
な
る
人
に
は
、
７
月
下
旬
に
新

し
い
認
定
証
を
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す

（
た
だ
し
、
世
帯
の
中
に
前
年
所
得
の
申

告
を
し
て
い
な
い
人
が
い
る
場
合
は
、
所

得
の
申
告
が
必
要
で
す
）。

　

な
お
、
現
在
お
手
元
に
あ
る
被
保
険
者

証
お
よ
び
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月

　

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
８
月

３１１
日
以
降
に
自
分
で
破
棄
す
る
か
、
市
民

課
ま
た
は
各
支
局
・
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
返

還
し
て
く
だ
さ
い
。

●
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

入
院
･
外
来
に
か
か
わ
ら
ず
、
医
療
機

関
で
診
療
を
受
け
る
場
合
、
事
前
に
医
療

機
関
の
窓
口
に
認
定
証
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
窓
口
で
の
支
払
い
（
保
険
適
用
分
）

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

認
定
証
は
こ
れ
ま
で
、　

歳
未
満
の
人

７０

ま
た
は　

歳
以
上
で
住
民
税
非
課
税
世
帯

７０

の
人
に
交
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成　
３０

年
８
月
か
ら
は
、　

歳
以
上
の
住
民
税
課

７０

税
世
帯
で
現
役
並
み
所
得
者
も
限
度
額
適

用
認
定
証
の
交
付
が
申
請
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

認
定
証
の
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
市

民
課
ま
た
は
各
支
局
・
市
民
セ
ン
タ
ー
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
に
は
、
６
月
中
旬
に
更
新
の
案
内
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
更
新
の
手
続
き
を
し
た
人

に
は
、
新
し
い
認
定
証
（
平
成　

年
中
所
得

２９

に
よ
り
自
己
負
担
限
度
額
を
見
直
し
た
も

の
）
を
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。（
表
2
）

　
　
　

国
民
健
康
保
険

ご
確
認
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
医
療
保
険

市民課
緯演６１２３

表１　保険料の算定方法

一人当たりの
保険料（年額）
上限６２万円

均等割額 所得割額

４６,６００円 （所得－３３万円）×
所得割率９.１７％

＝ ＋

※一人当たりの保険料は、１００円未満を切り捨てます。
※保険料は年度（４月から翌年３月までの１２か月）で計算し、年度の途中で
　加入した場合は加入した月から計算されます。
※所得とは、雑（年金）所得、事業所得、給与所得、譲渡所得などの合計額を
いいます。

７４ 歳 
までの
加入者

　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療

７５ 歳
以上の人
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H7 H17 H27 H37

27兆円 33.1兆円
42.3兆円

61.8兆円
1.3倍

1.5倍

●
８
月
は
高
齢
受
給
者
証
（
白
色
）
の

　

更
新
の
月
で
す

　
　

歳
以
上
の
人
が
医
療
機
関
に
か
か
る

７０
際
、
保
険
証
に
高
齢
受
給
者
証
を
添
え
て

提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
支
払
う
医
療

費
の
負
担
割
合
は
２
割
に
な
り
ま
す
（
※

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
は
、

１９

特
例
措
置
に
よ
り
１
割
）。
た
だ
し
、
現

役
並
み
所
得
者
は
３
割
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
更
新
か
ら
、
肉
用
牛
売

却
所
得
を
含
め
た
所
得
が
１
４
５
万
円
以

上
あ
る
人
も
３
割
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
同
一
世
帯
で
所
得
の
申
告
を
し

て
い
な
い
人
が
い
た
場
合
、
３
割
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　

対
象
者
全
員
に
、
（
平
成　

年
中
所
得

２９

に
よ
り
自
己
負
担
割
合
を
見
直
し
）
交
付

年
月
日
を
「
平
成　

年
８
月
１
日
」
と
記

３０

載
し
た
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
７
月
下

旬
に
送
付
し
ま
す
。
有
効
期
限
が
切
れ
た

受
給
者
証
は
、
自
分
で
破
棄
す
る
か
、
市

民
課
ま
た
は
各
支
局
･
市
民
セ
ン
タ
ー
へ

返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

●
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き
ま
た

は
脱
退
す
る
と
き
に
は
必
ず
届
け
出
を

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き
、
ま

た
は
脱
退
す
る
と
き
は
、　

日
以
内
に
市

１４

民
課
ま
た
は
各
支
局
･
市
民
セ
ン
タ
ー
に

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成　

年
８
月
か
ら
、
高
額
療
養
費
の

３０

限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成　

年
ま
で
の　

年
間
で
、　

歳
以

２７

１０

７０

上
の
高
齢
者
数
、
医
療
費
は
と
も
に
１
・

３
倍
に
な
り
ま
し
た
。
団
塊
世
代
が
全
員

　

歳
以
上
に
な
る
平
成　

年
に
は
医
療
費

７５

３７

は
ま
す
ま
す
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。（
図
）

　

す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
社
会
を
維
持
す
る
た
め
、
平
成　
３０

年
８
月
か
ら
、
所
得
に
応
じ
た
医
療
費
の

負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
高
額
療
養
費
の
限
度
額
が
変

わ
り
ま
す
。（
表
３
）

※
高
額
療
養
費
制
度
と
は
…

　

ひ
と
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
高
額
に

な
り
、
決
め
ら
れ
た
限
度
額
を
超
え
た
場

合
に
、
限
度
額
を
超
え
て
お
支
払
い
い
た

だ
い
た
分
を
払
い
戻
す
制
度
で
す
。
限
度

額
は
、
個
人
も
し
く
は
世
帯
の
所
得
に
応

じ
て
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
皆
さ
ま
へ

70

表２　認定証の種類と内容
対象となる人負担軽減の内容認定証の種類

・７０歳未満で住民税課税世帯の人
医療費の窓口払いが
自己負担限度額まで

限度額適用認定証
（緑色） ・７０歳以上７５歳未満の住民税

　課税世帯で現役並み所得の人

７５歳未満で住民税非課税世帯の人
・医療費の窓口払いが
　自己負担限度額まで
・入院時の食事代を減額

限度額適用・標準
負担額減額認定証
（黄土色）

※国民健康保険税の滞納がある人は対象とならない場合があります。
　いずれの申請をする場合も、印鑑、国民健康保険証、運転免許証など本人確認ができるもの、
　マイナンバーがわかるものをご持参ください。

図　国民医療費

どの適用区分に該当するかは、高齢受給者証または限度額認定証でご確認いただけます。
※過去12カ月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から〈多数回〉該当となり、上
限額が下がります。

表３　７０歳以上の方の上限額（8月から）
外来＋入院（世帯ごと）外来（個人ごと）適用区分

２５２,６００円＋（医療費－８４２,０００円）×１%
〈多数回１４０,１００円〉※

現役並み所得区分Ⅲ
課税所得６９０万円以上の人

現
役
並
み

１６７,４００円＋（医療費－５５８,０００円）×１%
〈多数回９３,０００円〉※

現役並み所得区分Ⅱ
課税所得３８０万円以上
６９０万円未満の人

８０,１００円＋（医療費－２６７,０００円）×１%
〈多数回４４,４００円〉※

現役並み所得区分Ⅰ
課税所得１４５万円以上
３８０万円未満の人

５７,６００円
〈多数回４４,４００円〉※

１８,０００円
［年間上限１４４,０００円］

課税所得
１４５万円未満の人

一
般

２４,６００円

８,０００円

住民税非課税世帯Ⅱ住
民
税
非
課
税

１５,０００円住民税非課税世帯Ⅰ
（年金収入８０万円以下など）
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本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
全
員
が
経

済
的
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
、
本
人
の
申
請
に
よ
っ

て
保
険
料
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
が
未
納
の
ま
ま
だ
と
、
将
来
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
が
困
難
な
場
合
は

放
置
せ
ず
、
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
平
成　

年
度　

保
険
料　
　

３０

 
月
額
１
６
３
４
０
円

免
除
な
ど
の
受
付　

７
月
２
日
捷
か
ら

対
象
期
間　

７
月
～
平
成　

年
６
月
分

３１

※
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
免
除
・
納
付
猶
予
申
請
が
で
き
ま

す
。
納
付
が
難
し
い
人
や
未
納
期
間
が

あ
る
人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
な
ど

・
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る

　

も
の

・
年
金
手
帳

・
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

　

証
（
離
職
し
た
場
合
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の

・
印
鑑

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の
承
認
期
間
が

あ
る
と
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合

と
比
べ
て
将
来
も
ら
え
る
年
金
額
が
低
額

と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
期
間
の
保
険
料

を
後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
市
民
課　

緯
演
６
１
２
３

・
日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所

　

緯
０
８
６
６
蔚
０
５
７
０

　

７
月
中
旬
に
、
納
税
通
知
書
を
納
税
義

務
者
で
あ
る
世
帯
主
に
送
付
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
の
税
額

は
、被
保
険
者
ご
と
に
医
療
保
険
分
、後
期

高
齢
者
支
援
金
分
、
介
護
保
険
分
を
計
算

し
、
世
帯
で
合
計
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

年
度
途
中
で
国
保
に
加
入
や
脱
退
し
た

場
合
の
国
保
税
は
、
月
割
で
計
算
し
ま
す
。

詳
し
く
は
納
税
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

低
所
得
世
帯
に
対
す
る
軽
減

　

世
帯
の
総
所
得
金
額
等
合
計
額
が
一
定

基
準
額
以
下
の
場
合
は
、
そ
の
額
に
応
じ

て
均
等
割
お
よ
び
平
等
割
の
７
割
、
５
割
、

２
割
が
自
動
的
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
の
申
告
が
で
き
て
い
な

い
と
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
無
収
入
や
、
障
害
年
金
な
ど
の
非

課
税
収
入
の
み
で
あ
っ
た
場
合
も
申
告
が

必
要
で
す
。

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る
軽
減

　

倒
産
・
解
雇
や
雇
い
止
め
な
ど
、
自
己

都
合
で
な
い
理
由
に
よ
る
離
職
に
よ
り
、

雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
最
大

２
年
間
前
年
給
与
所
得
が
１
０
０
分
の　
３０

と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
軽

減
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

税
務
課　

緯
演
６
１
１
７

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

老齢基礎年金の
年金額の計算割合

所得審査の
対象者

平成３０年度
減額後の保険料
（月額）

免除の種類

1/2
申請者本人
配偶者
世帯主

0円全額免除

5/84,090円3/4免除一
部
免
除
※

3/48,170円半額免除

7/812,260円1/4免除

×算入されません
申請者本人
配偶者0円納付猶予

（20～49歳）

※一部免除の場合、減額後の保険料を納付しない場合は『未納』に
なります。

※平成２１年３月以前の免除期間は年金額の計算割合が異なります。

免除の種類

ご
確
認
を

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
が
届
き
ま
す

税率表

介護保険分
（40～64歳が対象）

後期高齢者支援金分
（0～74歳が対象）

医療保険分
（0～74歳が対象）区分

　２.２％　２.6％　７.４％所得割 ※

9,100円7,000円26,000円均等割
被保険者１人あたり

4,600円5,000円16,000円平等割
１世帯あたり

160,000円190,000円 580,000円賦課限度額
税額の上限

※所得割は国保被保険者の前年（平成２９年中）所得を基に計算されます。

免
除
・
猶
予
さ
れ
た
保
険
料
の
追
納

税
額
の
計
算
方
法

国
保
税
の
軽
減
制
度
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参
加
者
募
集　
 !!

　http://cheer-s.com/１８０８２５

申込期限　８月８日昌

【問い合わせ先】

　市結婚推進協議会事務局

　（企画政策課内）

　緯演６１１４

で縁結び 素敵な出会いを見つけよう!!

　不思議なタイトルからは想像もできな
い物語の美しさと展開に、若年層を中心
に「泣ける小説」として大ヒットした小
説が原作の実写映画「君の 膵  臓 をたべた

すい ぞう

い」を上映します。
　ぜひ、ご家族やお友だちとご一緒にご
覧ください。
開催日時　７月２２日掌
　　　　　１４時開演（１３時３０分開場）
上映時間　１１５分　
会場　まなび広場にいみ　大ホール
入場料（全席自由）・高校生以下　無料
　　　　　　　　　・一般　１００円
【問い合わせ先】
　生涯学習課　緯演６１１０

新
見
文
化
交
流
館
自
主
企
画
事
業

話
題
作「
君
の 
膵  
臓 
を
た
べ
た
い
」を
上
映
し
ま
す
！

す
い 

ぞ
う

　平成３０年４月１日付けで、新見市結婚推
進委員９人を委嘱しました。
　委員で組織された結婚推進協議会で、市
内独身者の結婚に関する支援や無料で参加
できる結婚相談会を開催しています。秘密
は堅く守られますので、お気軽にご相談く
ださい。

【新見市結婚推進委員】（敬称略）
 佐 々  木  
さ さ き

 順  子 （新見）
じゅん こ

 髙 田 　  雅  章 （西方）
たか た まさ あき

 古 米 　  静  枝 （長屋）
ふる まい しず え

 磯 田 　  健  一 （大佐永富）
いそ だ けん いち

 太 村 　  悦  子 （大佐布瀬）
おお むら えつ こ

 田 中 　  英  子 （大佐小阪部）
た なか ひで こ

 山 口   紀  久  子 （神郷油野）
やま ぐち き く こ

 逸 見 　  孝  明 （哲多町蚊家）
へん み たか あき

 垰  香  澄 （哲西町大竹）
たわ かす み

【問い合わせ先】
　市結婚推進協議会事務局
　（企画政策課内）緯演６１１４

夏
まつり
夏
まつり

　独身男女の出会いの場となる、カップリング独身男女の出会いの場となる、カップリングパパ

ーティーを開催しますーティーを開催します。。会場では、専門スタッフ

が丁寧にサポートするので、同様のイベントに参

加経験のない人も安心してご参加ください。

場　　所　吉備高原リゾートホテル

　　　　　（加賀郡吉備中央町吉川）

※男性は現地集合・現地解散、女性は希望者のみ

無料送迎有（新見市役所、高梁市役所、ＪＲ岡

山駅より）

定　　員　男女各２０人※応募者多数の場合は抽選

参加資格

　２５歳〜４５歳くらいまでの独身者（居住地制限は

　ありません）

参 加 費

　男性 ３,０００円　女性 ２,０００円

申し込み先

　「夏祭り DE カップリングパーティー」事務局

　〒７１０−０００１　倉敷市三田７６−１

　有限会社チアーズ

　緯０８６−４８４−００２０（１０：００〜１８：００）　　　　　　

あ
な
た
も
き
っ
と
涙
す
る
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夏
お
ど
り
は
祭
り
の
メ
イ
ン
で
す

の
で
、「
踊
り
連
」
へ
の
多
く
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
７
月　

日
晶
ま
で
に

１３

新
見
商
工
会
議
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
初
参
加
の
踊
り
連
で
踊
り

の
指
導
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
講

師
を
派
遣
し
ま
す
の
で
、
新
見
商
工

会
議
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

新
見
商
工
会
議
所　

緯
演
２
１
３
９

商
工
観
光
課　

緯
演
６
１
３
６

　

夏
お
ど
り
に
星
空
屋
台
村
、花

火
な
ど
、真
夏
の
夜
を
み
な
さ
ん

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
催
し

を
行
い
ま
す
。

開催日時
８月４日 （土）
１８：３０～
※雨天の場合は、翌５日に順延します。
　（順延の決定は、当日の１６時に発表し
　ます。）

「
踊
り
連
」
募
集　

第43回 新見ふるさとまつり 

　

第　

回
新
見
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
ポ
ス

４３

タ
ー
に
、
仲
田
芽
生
さ
ん
（
高
尾
小
学
校

５
年
生
）
の
作
品
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
、
７
月
中
旬
頃
か
ら
市
内

各
地
に
掲
示
し
、
ま
つ
り
の
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

秘
書
広
報
課　

緯
演
６
１
９
０

　

７
月　

日
㈮
か
ら
市
民
プ
ー
ル
の
利
用

２０

を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
各
プ
ー

ル
も
引
き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
施
設
の
利
用
期
間
お
よ
び
利

用
料
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
市
民
プ
ー
ル

利
用
期
間

　

７
月　

日
㈮
～
８
月　

日
㈮

２０

３１

※
７
月　

日
㈬
は
、
新
見
市
学
童
水
泳
記

２５

　

録
会
の
た
め
、
一
般
利
用
は
で
き
ま
せ

　

ん
。（
予
備
日　

７
月　

日
㈭
）

２６

利
用
時
間　
　

時
～　

時　

分

１０

１６

５０

利
用
料

・
一
般　
　

１
回
１
５
０
円

・
中
学
生　

１
回
１
０
０
円

・
小
学
生
以
下　

１
回　

円
５０

●
大
佐
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

利
用
期
間

　
　

月　

日
㈮
ま
で
（
月
曜
休
館
）

１１

３０

利
用
時
間　

９
時
～　

時
２１

利
用
料

・
一
般
、
高
校
生　
　

３
１
０
円

・　

歳
以
上
、
中
学
生
以
下　

１
５
０
円

６５
●
げ
ん
き
広
場
に
い
み

利
用
期
間

　

通
年
（
月
曜
・
年
末
年
始
休
館
）

利
用
時
間　

９
時
～　

時
２２

※
日
曜
・
祝
日
は
９
時
～　

時
１８

利
用
料

・
一
般　
　

７
０
０
円

・　

歳
以
上
、
高
校
生
以
下
、
障
が
い
の

６５

　

あ
る
人　
　

５
６
０
円

　

注
意
事
項

　

施
設
ご
と
に
利
用
条
件
な
ど
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
は
、
各
施
設
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
市
民
プ
ー
ル
（
利
用
時
間
内
）　

　

緯
演
３
１
４
４

　

※
市
民
プ
ー
ル
が
不
通
の
場
合

　

緯
演
７
３
８
９
（
市
民
体
育
館
）

・
大
佐
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

緯
殴
３
７
０
０

・
げ
ん
き
広
場
に
い
み

　

緯
沿
２
１
６
８

　
 
仲  
田  
芽  
生 
さ
ん
の
作
品
を

な
か 

だ 

め 

い

　
　
　
　
　
　

ポ
ス
タ
ー
に
採
用　
!!

夏夏 
が
来
る　
　
 
プ
ー
ル
へ
行
こ
う　

！！

!!

みんみんななのの心心をを一
つに一つ に！！

そ
う
だ
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受
講
者
募
集
!!

2018年度にいみ子育てカレッジ
子育て支援研修会 

　にいみ子育てカレッジでは、子
育て支援をテーマに新見公立大
学・短期大学の教員が中心となり
研修会を開催します。子育てをす
るうえで抱える課題を共有し、情
報交換をしませんか。

場所　新見公立大学
時間　１８時３０分～１９時３０分
対象　どなたでも参加できます
※ は保育教諭などを
　対象とした、専門的な内容とな 
　ります。
申込方法　各回開催２週間前まで
に、受講を希望する講座名、住所、
氏名、電話番号をご記入のうえ、
ファクスまたは電話でお申し込み
ください。
※第１回（７月６日）のみ前日ま
で申し込み可

【申し込み・問い合わせ】
　にいみ子育てカレッジ事務局
（新見公立大学内）
　緯演０６３４　俊演１４９２

　ハーバリウムとは、瓶の中に専用のオイルを
入れ、中にドライフラワーやプリザーブドフラ
ワーを詰めた、インテリアとして楽しむ植物標
本です。世界に一つだけの、オリジナルのハー
バリウムを作ってみませんか。

日　時　７月２８日松１４時～１６時
場　所　新見公民館　集会室
講　師　 白  石 　

しら いし

 須  万  子 　氏
す ま こ

　　　　（薬剤師・アロマセラピスト）
定　員　２０人程度（多数の場合は抽選）
受講料　３００円（小学生以下無料）
材料費　１,０００円～（瓶の大きさによって料金が異なります。）
申込方法　講座名「ハーバリウムづくり教室」、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号をご記入の上、
　　　　　はがき、ファクスまたは電話でお申し込みください。
申込締切　７月２０日晶
【申し込み・問い合わせ先】　生涯学習課　緯演６１４７　俊演６１２０

役
立
つ
知
識
や
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
ア
イ
テ
ム
作
り
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
で
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

場　所テーマ・講師開　催　日

多目的ホール
（本館１階）

シェアリングネイチャーセミナー
勝間　光洋（岡山県シェアリングネイチャー協会）

７月６日
晶

１

多目的ホール
（本館１階）

気になる子どもへのかかわり－特別支援教育から－
黒山　靖弘（教育支援センター）

８月７日
昇

２

情報処理教室
（１号館３階）

Wordで簡単おたより作り
梶本　佳照（幼児教育学科）

８月１７日
晶

３

多目的ホール
（本館１階）

子どもの皮膚とアレルギー
上山　和子（看護学科）

８月２１日
昇

４

多目的ホール
（本館１階）

子育て支援を考える－親の養育力に注目して－
三好　年江（幼児教育学科）

９月７日
晶

５

多目的ホール
（本館１階）

子どもの言葉や考える力を育むために
加藤　由美（幼児教育学科）

９月２１日
晶

６

講義室５
（３号館１階）

子どもの「自分で」を考える
芝﨑　美和（幼児教育学科）

９月２８日
晶

７

多目的ホール
（本館１階）

子どもの心のケアの理論と実際
住本　克彦（幼児教育学科）

１０月２日
昇

８

リズム教室
（本館１階）

楽しいリトミック
吉村　淳子（幼児教育学科）

１０月１６日
昇

９

多目的ホール
（本館１階）

子どもの食育の推進のために
金山　時恵（看護学科）

１１月６日
昇

１０

音楽教室
（３号館４階）

幼児の歌の表現を考える
安達　雅彦（幼児教育学科）

１１月１６日
晶

１１

多目的ホール
（本館１階）

パスタを使用したクリスマスリース作り（第１回目）
岡本　直行（幼児教育学科）

１１月２１日
昌

１２

多目的ホール
（本館１階）

パスタを使用したクリスマスリース作り（第２回目）
岡本　直行（幼児教育学科）

１２月５日
昌

１３

専門職向け

専門職向け

専門職向け

専門職向け

専門職向け

受 講 料

無 料

専門職向け

【市民学習講座】

世界に一つ　あなただけの ハーバリウムづくり教室づくり教室

★ ★

★ ★

★

★

★

★

★★ ★



市報にいみ 第１６０号
July201814

す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
相
談
日

の
前
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時　

７
月　

日
晶

２７

　
　
　
　

時
～　

時
（
受
付
）

１１

１２

場
所　

哲
多
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容

　

車
い
す
や
補
聴
器
な
ど
の
補
装
具
費

支
給
申
請
、
補
装
具
の
相
談
な
ど

対
象

　

肢
体
（
手
・
足
・
体
幹
）
障
が
い
、

聴
覚
障
が
い
の
ど
ち
ら
か
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

持
参
す
る
も
の

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

　

将
来
、
本
格
的
に
就
農
を
考
え
て
い

る
人
を
対
象
に
、
経
営
方
法
や
支
援
制

度
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
別
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

８
月
６
日
捷

　
　
　
　

時
～　

時　

分

１９

２０

３０

場
所

　

市
役
所
南
庁
舎　

１
階
会
議
室
１
Ｃ

対
象　

将
来
、
各
生
産
部
会
や
産
地
の

一
員
と
し
て
、
販
売
を
目
的
に
新
た
に

ピ
オ
ー
ネ
、
も
も
、
ト
マ
ト
、
り
ん
ど

う
の
栽
培
に
取
り
組
む
人

定
員　
　

名
（
先
着
順
）

１０

参
加
費　

無
料

　

新
見
市
内
の
若
手
医
師
を
中
心
に
組

織
し
て
い
る
「
新
見
市
ド
ク
タ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
で
は
、
地
域
に
出
向
い
て

講
話
を
行
い
ま
す
。
内
容
は
乳
が
ん
、

健
康
診
査
、
生
活
習
慣
病
、
糖
尿
病
、
整

形
疾
患
、
認
知
症
お
よ
び
在
宅
医
療
な

ど
医
療
に
関
す
る
こ
と
全
般
で
す
。

　

内
容
や
開
催
で
き
る
日
時
な
ど
に
つ

い
て
は
、
お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
日
程
調
整
に
時
間
を
要
し
ま

す
の
で
、
日
に
ち
に
余
裕
を
持
っ
て
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

巡
回
更
生
相
談
で
は
、
身
体
に
障
が

い
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
専
門
の
医
師

が
診
察
を
行
い
、
補
装
具
費
支
給
の
判

定
や
補
装
具
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

本
格
的
に
農
業
を
は
じ
め
て
み
ま

せ
ん
か
？
〜
新
見
ナ
イ
タ
ー
就
農

相
談
会
〜

農
林
課　

緯
演
６
１
３
３

プ
ラ
ザ

情
報

　

戦
没
者
の
追
悼
と
平
和
を
祈
念
す

る
た
め
、
平
成　

年
度
戦
没
者
追
悼

３０

式
を
開
催
し
ま
す
。

　

一
般
参
加
を
ご
希
望
の
人
は
、
次

の
事
項
を
確
認
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

開
催
日
時　

９
月
１
日
松

　

受
付
時
間　

９
時
～

　

開
式
時
間　
　

時
１０

　

終
了
時
間　
　

時　

分

１１

３０

開
催
場
所

　

ま
な
び
広
場
に
い
み　

大
ホ
ー
ル

式
典
内
容　

献
花
な
ど

申
込
方
法

　

郵
便
往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
記
入
例
を
参
照
く
だ
さ

い
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
市
内
の
人

を
優
先
し
抽
選
と
な
り
ま
す
。
結

果
は
、
８
月　

日
晶
ご
ろ
に
返
信

１０

用
の
は
が
き
で
連
絡
し
ま
す
。

申
し
込
み
先

　

〒
７
１
８−

８
５
０
１

　

（
住
所
不
要
）

　

新
見
市
福
祉
課
内

　

「
戦
没
者
追
悼
式
」
係

申
込
締
切　

８
月
１
日
昌
必
着

一
般
参
加
者
募
集

平
成　

年
度 

新
見
市
戦
没
者

３０

追
悼
式

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
祉
課　

緯
演
６
１
２
６

■往信〈表〉

新
見
市
福
祉
課
内

新
見
市
○
○
△
△
番
地

（
申
込
者 

住
所
）

□
□
　
□
□
様

（
申
込
者 

氏
名
）

こ
の
面
に
は
何
も
記
入

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

「
戦
没
者
追
悼
式
」係

①
郵
便
番
号

②
住
所

③
氏
名

④
電
話
番
号

⑤
駐
車
場
利
用
の
有
無

７１８８５０１

■返信〈裏〉 ■返信〈表〉 ■往信〈裏〉

往信 返信

往復はがき記入例

6262

医
師
が
地
域
に
出
向
い
て

講
話
し
ま
す

新
見
市
ド
ク
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
   

事
務
局（
市
民
課
内
）
緯
演
６
１
３
０

補
装
具
の
相
談
は
身
体
障
が
い
者
等

巡
回
更
生
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

福
祉
課 
緯
演
６
１
２
６
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ら
生
徒
の
健
全
育
成
に
つ
な
が
る
指
導

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
や
地
域
で
も
「
我
が
子
、
人

の
子
、
地
域
の
子
」
の
共
通
理
解
の
も

と
に
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
は

○
親
子
関
係
を
希
薄
に
し
な
い

　

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
多
く
し
て
何

で
も
話
せ
、
い
つ
も
笑
い
が
あ
り
、

あ
い
さ
つ
の
あ
る
「
楽
し
い
家
庭
」

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
の
飲
酒
・
喫
煙
を
許
さ
な
い

　

な
ど
保
護
者
自
身
の
規
範
意
識
を
高

　

め
る

　
　

保
護
者
が
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
り
、

　

す
す
ん
で
手
本
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

○
い
じ
め
な
ど
の
早
期
発
見
に
努
め
る

　

子
ど
も
に
変
化
が
認
め
ら
れ
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
担
任
か
専
門
機
関
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
で
は

○
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
関
心
を
向
け
る

　

規
範
意
識
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た

め
、
地
域
の
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち

に
「
愛
の
一
声
」
を
掛
け
、
社
会
の

ル
ー
ル
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
関
心
を

持
ち
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

　

「
地
域
の
子
ど
も
」
と
し
て
育
て

る
た
め
、
地
域

の
お
祭
り
な
ど

の
行
事
に
積
極

的
な
参
加
を
促

し
ま
し
ょ
う
。

近
く
に
遊
休
農
地
が
あ
っ
て
お
困
り
の

人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

新
見
み
ら
い
づ
く
り
会
議
で
は
、
新

見
市
版
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
大
学
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

テ
ー
マ
に
、
①
市
と
新
見
公
立
大
学
の

考
え
を
知
り
②
今
、
私
た
ち
に
何
が
で

き
る
か
を
共
に
考
え
る
会
を
催
し
ま
す
。

　

第
一
弾
は
、
池
田
市
長
と
公
文
新
見

公
立
大
学
学
長
を
講
師
に
迎
え
て
の
講

演
会
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
、
事
前
の
申
し
込

み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時　

７
月
７
日
松　

時　

分
～

１３

３０

場
所　

新
見
商
工
会
館
５
階
大
会
議
室

※
な
お
、
第
二
弾
と
し
て
、
９
月　

日
２２

松
に
は
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
新
見
み
ら
い
づ
く
り
会
議
事
務
局
（
南
）

　

緯
０
９
０−

９
０
６
６−

４
６
４
４

・
企
画
政
策
課　

緯
演
６
１
１
４

　　

市
内
高
等
学
校
で
は
、
各
校
の
特
色

を
生
か
し
、
互
い
に
連
携
を
と
り
な
が

い
是
正
措
置
や
罰
則
を
受
け
る
ほ
か
、

工
事
の
中
止
や
農
地
へ
の
復
元
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
農
地
法
に
基
づ
い
た
適
切

な
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

農
業
委
員
会
で
は
「
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
（
農
地
利
用
状
況
調
査
）
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

市
内
の
農
地
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

調
査
し
、
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発

生
の
防
止
・
解
消
対
策
や
、
農
地
の
違

反
転
用
の
発
生
防
止
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

７
月
中
旬
頃
か
ら
地
域
を
巡
回
し
て

調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
地
の
利
用
に
つ
い
て
お
悩
み
の
人
、

募
集
期
間　

７
月　

日
昇
ま
で

３１

応
募
方
法

　

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

別
途
申
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

　

農
地
に
家
を
建
て
た
り
、
露
天
で
あ

っ
て
も
資
材
置
き
場
や
駐
車
場
な
ど
に

転
用
し
た
り
す
る
と
き
は
、
農
業
委
員

会
の
許
可
が
必
要
で
す
。
転
用
目
的
で

売
っ
た
り
、
貸
し
た
り
す
る
と
き
や
、

や
む
を
得
な
い
事
情
で
一
時
的
に
農
地

以
外
に
使
用
す
る
と
き
も
同
様
で
す
。

　

農
地
の
無
断
転
用
が
あ
る
と
、
厳
し

新
見
み
ら
い
づ
く
り
会
議

「
市
と
大
学
、そ
し
て
市
民
を 
繋 
ぐ
」

つ
な

講
演
会

な
く
し
ま
し
ょ
う
！
農
地
転
用
違
反

守
り
ま
し
ょ
う
！
農
地
法

農
業
委
員
会
事
務
局　

緯
演
６
１
０
６

拠

距

渠

漁

挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

健
全
育
成
・
非
行
防
止
は
み
ん
な

の
願
い
で
す

新
見
市
内
高
等
学
校
生
徒
指
導
連 
絡

協
議
会　
 
 　
　
　
 

緯
演
２
２
６
０

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
ご
注
意
を
!!

　

新
見
市
を
含
む
中
国
地
域
に
生
息
す

る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
「
絶
滅
の
お
そ
れ

の
あ
る
地
域
個
体
群
」
と
さ
れ
、
保
護

の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
生
息
数
は
回
復
し
つ
つ
あ
る
も

の
の
、
近
年
、
人
里
へ
の
出
没
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
情

報
が
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
山
に
入

る
と
き
は
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
が
出

る
も
の
を
身
に
つ
け
る
よ
う
心
掛
け
る

と
と
も
に
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
行
動
が

特
に
盛
ん
と
な
る
早
朝
や
夕
方
は
で
き

る
だ
け
山
に
入
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
生
ゴ
ミ
や
野
菜
く
ず
な
ど
は

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
引
き
寄
せ
る
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
適
正
な
管
理
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
備
中
県
民
局
新
見
地
域
森
林
課

　

緯
演
９
１
６
９

・
農
林
課

　

緯
演
６
１
３
５
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７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
強
調
月
間
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
く
た

め
の
全
国
運
動
で
す
。

　

市
で
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
新
見
市
推
進
委
員
会
を
中
心
に
、

の
ぼ
り
旗
・
懸
垂
幕
の
掲
出
や
小
中
学

校
へ
の
訪
問
な
ど
各
種
の
啓
発
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
見
美
術
館
で
は
、
新
見
市
内
の
小

中
学
校
に
通
う
全
児
童
・
生
徒
、
新
見

市
内
在
住
の
小
中
学
生
に
新
見
美
術
館

の
観
覧
料
が
免
除
さ
れ
る
「
こ
こ
ろ
ふ

れ
あ
い
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
配
付
し
て
い

ま
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
に
は
美
術
館
で
の

「
鑑
賞
の
お
約
束
」
や
「
年
間
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
」
な
ど
を
掲
載
し
て
い
て
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
は
市
内
の
小
中
学
校
を

通
じ
配
付
し
ま
す
。
市
内
在
住
で
市
外
の

小
中
学
校
に
通
っ
て
い
る
人
に
つ
い
て

は
、
新
見
美
術
館
で
配
付
し
ま
す
の
で
、

美
術
館
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

地
域
で
暮
ら
す
、
知
的
・
精
神
障
が

い
の
あ
る
人
や
認
知
症
の
人
な
ど
を
支

え
る
「
成
年
後
見
制
度
」
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
同
じ

地
域
で
共
に
生
活
す
る
人
を
支
え
る

「
市
民
後
見
人
」
を
養
成
す
る
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人

は
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
程
（
全
７
回
）

７
月　

日
昌　

７
月　

日
捷

２５

３０

８
月
９
日
昭　

８
月　

日
晶

１７

８
月　

日
晶　

８
月　

日
晶

２４

３１

９
月
７
日
晶

会
場　

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

参
加
費　

（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

８
０
０
０
円
（
全
７
回
分
）

申
込
締
切　

７
月　

日
晶

１３

　

電
波
は
、
警
察
や
消
防
・
救
急
用
な

ど
私
た
ち
の
生
活
の
安
心
・
安
全
の
確

保
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
電
波

の
利
用
に
は
、
原
則
、
免
許
が
必
要
と

な
り
、
不
法
に
電
波
を
使
用
す
る
と
、

電
波
法
違
反
に
な
り
ま
す
。

無
線
機
器
の
使
用
に
関
し
て

　

一
般
に
使
用
す
る
無
線
機
器
の
ほ
と

ん
ど
に
特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適

合
を
証
明
す
る
「
技
適
マ
ー
ク
」
が
付

い
て
い
ま
す
。

　

技
適
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
な
い
無
線

機
器
は
、
違
法
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
購
入
や
使
用
す
る
と
き
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

防
衛
省
で
は
、
平
成　

年
度
自
衛
官

３０

候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生
・
航
空
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生

・
受
験
資
格　
　

歳
以
上　

歳
未
満

１８

２７

・
受
付
期
間

　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

・
試
験
日
（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
）

　

９
月　

日
松
～　

月
２
日
昇

１５

１０

一
般
曹
候
補
生

・
受
験
資
格　
　

歳
以
上　

歳
未
満

１８

２７

・
受
付
期
間　

９
月
７
日
晶
ま
で

・
試
験
日
（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
）

　

９
月　

日
晶
～
９
月　

日
掌

２１

２３

航
空
学
生

・
受
験
資
格

　

海
上
要
員　
　

歳
以
上　

歳
未
満

１８

２３

　

航
空
要
員　
　

歳
以
上　

歳
未
満

１８

２１

・
受
付
期
間　

９
月
７
日
晶
ま
で

・
試
験
日　

９
月　

日
捷

１７

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

づ
く
り
を
目
指
し
て

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

新
見
市
推
進
委
員
会　

緯
演
０
０
０
９

「
こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
い
パ
ス
ポ
ー
ト
」

を
持
っ
て
美
術
館
に
行
こ
う
！

新
見
美
術
館　

緯
演
４
４
０
８

市
民
後
見
人　

養
成
講
座

受
講
者
募
集福

祉
課　

緯
演
６
１
２
６

自
衛
官
候
補
生
な
ど
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地
域

事
務
所　
　

緯
０
８
６
６
鰻
２
３
１
４

守
り
ま
し
ょ
う
電
波
の
ル
ー
ル

中
国
総
合
通
信
局

緯
０
８
２−

２
２
２−

３
３
１
４

「社会を明るく運動」
イメージキャラクター
のホゴちゃん

平成３０年度の
こころふれあいパスポート

旧タイプの技適
マーク（S６２.１０〜）

現在の技適マーク
（H７.４〜）



安
全
・
安
心
情
報
を

お
手
元
に

〜
新
見
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜
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を
行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

新
見
警
察
署
生
活
安
全
課

　

緯
演
０
１
１
０

クアオルト毎週ウオーキング（７月・８月）

　専門ガイドの案内により、血圧や脈拍、体表

面温度を測定・調整しながら、無理なく、楽しく、

定期的に行うウオーキングで、生活習慣病や認

知症、メンタルヘルス、糖尿病、運動器症候群

の予防と対策に効果があるとされています。

　事前の予約は不要で、現地で実践指導者（専

門ガイド）がお待ちしています。

参 加 費　３００円
集合時間　９時（１１時３０分終了予定）
集合場所
　《新見富士コース》　まんさく運動公園入口

　《満  奇  洞コース》　ふれあいセンター満奇
服　　装　動きやすく、脱ぎ着しやすい服装

※大雨や気象警報発令の場合を除き雨天決行

【問い合わせ先】協働推進課　緯演６１４３

実施日月コース

４日（水）

７月

新見富士コース

１１日（水）満奇洞コース

１９日（木）新見富士コース

２６日（木）満奇洞コース

１日（水）

８月

新見富士コース

８日（水）満奇洞コース

１６日（木）新見富士コース

２３日（木）満奇洞コース

７月の相談窓口

問い合わせ先予約相談会場・相談時間相談内容相談日
商工観光課　　 緯演６１３７要市役所ふれあい会館　１４：００〜２０：００岡山県よろず支援拠点による経営相談３日昇

総務課　　　　 緯演６２０４市役所南庁舎　　　　９：００〜１２：００人権相談
４日昌

社協　本所　　 緯演７３０６地域福祉センター　　９：００〜１２：００心配ごと相談

社協 哲多支所  緯横３１１１哲多総合センター　　９：３０〜１２：００心配ごと相談

５日昭 商工観光課　　 緯演６１３７市役所ふれあい会館　１０：３０〜１５：００消費生活相談

備北保健所新見支所  緯演５６９１要備北保健所新見支所　９：３０〜１１：３０心の健康相談

社協 哲西支所  緯押３３３３きらめき広場・哲西　９：００〜１２：００心配ごと相談６日晶

哲多支局　　　 緯横２１１１哲多総合センター　　９：００〜１２：００人権・行政・登記・法律相談１１日昌

新見商工会議所  緯演２１３９要新見商工会議所　　　１０：００〜１５：００年金相談１２日昭

生活環境課　　 緯演６１２２市役所ふれあい会館　１０：００〜１５：００交通事故相談１３日晶

商工観光課　　 緯演６１３７要市役所ふれあい会館　１４：００〜２０：００岡山県よろず支援拠点による経営相談１７日昇

社協　本所　　 緯演７３０６市役所南庁舎　　　　９：００〜１２：００心配ごと相談

１８日昌 社協　本所　　 緯演７３０６要市役所南庁舎　　　　１０：００〜１５：００法律相談

総務課　　　　 緯演６２０４市役所南庁舎　　　　９：００〜１２：００人権・行政・登記・家庭児童・母父子相談

備北保健所新見支所  緯演５６９１要備北保健所新見支所　９：３０〜１１：３０思春期心の専門相談１９日昭

社協 神郷支所  緯往６６７７やまびこ広場神郷　　９：００〜１２：００心配ごと相談
２５日昌

神郷支局　　　 緯往６１１１やまびこ広場神郷　　９：００〜１２：００人権・行政・登記・法律相談

新見商工会議所  緯演２１３９要新見商工会議所　　　１０：００〜１５：００年金相談２６日昭

福祉課　　　　 緯演６１２６要
哲多総合センター　　１１：００〜１５：００

（受付１１：００〜１２：００） 身体障がい者等巡回更正相談２７日晶

社協＝社会福祉協議会

　

市
内
の
安
全
・
安
心
情
報
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
発
信
す
る
た
め
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
使

っ
て
情
報
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

登
録
方
法

　

「
岡
山
県
新
見
警
察
署
」
で
検
索
し
て
登
録
す

る
か
、
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
登

録
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ご
登
録
お
願
い
し

ま
す
。

※
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア

プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
ユ
ー
ザ
ー
登
録

さあ 歩こう!さあ 歩こう!!!
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はつらつ健康広場はつらつ健康広場
　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）
と
は
、
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
の
特

許
が
切
れ
た
後
に
、
有
効
性
な
ど
が
同
等

の
品
質
で
製
造
販
売
さ
れ
る
低
価
格
の
薬

で
す
。

　
　ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
い
い
と
こ
ろ

①
安
心

　

効
き
目
は
も
ち
ろ
ん
、
安
全
性
も
新
薬

と
同
等
で
、
安
心
し
て
使
え
ま
す
。

②
低
価
格

　

薬
の
価
格
は
５
割
程
度
、
中
に
は
そ
れ

以
上
に
安
く
な
る
場
合
も
あ
り
、
自
己
負

担
額
が
安
く
な
り
ま
す
。

③
医
療
費
節
約

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
う
と
自
己

負
担
額
が
安
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
皆

さ
ん
の
保
険
税
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

る
医
療
費
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

　

新
見
市
国
民
健
康
保
険
（
市
国
保
）
の

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
率
は
年
々

増
加
し
、
平
成　

年
６
月
に
は
医
薬
品
の

２９

　

・
１
％
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
占

６６め
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
に
伴
い
、

医
療
費
の
削
減
効
果
額
も
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
や
県
の
平
均
と
比
べ
て
市

国
保
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
率

は
低
い
状
況
で
あ
り
、
更
な
る
普
及
が
望

ま
れ
ま
す
。（
図
２
）

　

市
国
保
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

切
り
換
え
た
場
合
の
自
己
負
担
額
を
個
別

に
通
知
し
、利
用
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

通
知
対
象
者
は
、
１
カ
月
間
の
薬
剤
の

自
己
負
担
額
が
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
切
り
換
え
た
場
合
に
２
０
０
円
以
上
削

減
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
人
で
す
。
お
知

ら
せ
の
は
が
き
が
ご
自
宅
に
届
い
た
際
に

は
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
選
択
は
、
自

己
負
担
額
の
軽
減
だ
け
で
な
く
、
医
療
費

全
体
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル

（
市
民
課
、
各
支
局
、
市
民
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
）
を
健
康
保
険
証
や
お
薬
手
帳

に
貼
る
こ
と
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

へ
切
り
換
え
た
い
意
思
を
か
か
り
つ
け
の

医
師
や
薬
局
の
薬
剤
師
に
伝
え
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
か
か
り
つ
け
の
医
師
や
薬
局

の
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

市
民
課　

緯
演
６
１
２
３

ジ ェ
ネ
リ 
ッ
ク
医
薬
品
を

ご
存
じ
で
す
か

差額通知のはがき

図１　新見市国保ジェネリック医薬品普及率

図２　平成２９年６月ジェネリック医薬品普及率　　
　（出典：厚生労働省保険局調査課）
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皆
さ
ん
は
、
寝
台
特
急
サ
ン
ラ
イ
ズ
出

雲
に
乗
車
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

寝
台
特
急
サ
ン
ラ
イ
ズ
は
、
東
京
と
山

陰
地
域
・
四
国
地
域
を
結
ぶ
寝
台
特
急
で
、

そ
れ
ぞ
れ
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
雲
」「
サ
ン

ラ
イ
ズ
瀬
戸
」
の
７
両
ず
つ
で
編
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
車
両
が
岡
山
駅
で

連
結
・
分
割
作
業
を
行
い
、
東
京
ま
で
往

復
し
て
い
ま
す
。
電
車
好
き
の
方
は
、
ホ

ー
ム
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
の
連
結
・
分

割
作
業
を
見
る
こ
と
も
心
踊
る
要
因
と
な

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
新
見
駅

に
は
、
こ
の
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
雲
」
が
毎

日
発
着
し
て
い
る
の
で
す
（
新
見　

時　
２１

２０

分
発
→
東
京
６
時　

分
着
、
東
京　

時　

２３

２２

００

分
発
→
新
見
７
時　

分
着
）。

４３

　

車
内
は
２
階
建
て
で
木
の
温
も
り
を
生

か
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
に
統
一
さ
れ
、
シ
ン

グ
ル
や
ツ
イ
ン
、
車
椅
子
用
な
ど
の
寝
台

個
室
に
加
え
て
、
ラ
ウ
ン
ジ
や
簡
易
シ
ャ

ワ
ー
ル
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

個
室
に
は
狭
い
な
が
ら
も
快
適
な
ベ
ッ
ド

や
大
き
な
窓
が
あ
り
、
上
段
の
部
屋
か
ら

は
星
空
を
眺
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ

の
中
で
も
特
に
人
気
の
高
い
シ
ン
グ
ル
デ

ラ
ッ
ク
ス
や
サ
ン
ラ
イ
ズ
ツ
イ
ン
の
個
室

は
、
ま
さ
に
動
く
ホ
テ
ル
の
よ
う
に
豪
華

で
す
。
ま
た
、
寝
台
料
が
か
か
ら
ず
利
用

で
き
る
お
得
な
「
ノ
ビ
ノ
ビ
座
席
」
な
ど

の
設
備
も
多
様
で
す
。
こ
の
座
席
に
は
、

１
畳
ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス
に
薄
布
団
と
枕
カ

バ
ー
が
１
枚
準
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
我

が
家
で
は
キ
ャ
ン
プ
で
使
用
す
る
圧
縮
マ

ッ
ト
を
持
参
し
て
快
適
な
寝
心
地
に
な
る

よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
雲
は
、
寝

台
の
種
類
も
多
く
、
往
復
割
引
な
ど
も
あ

る
の
で
、
き
っ
ぷ
の
購
入
の
際
に
は
、
駅

の
き
っ
ぷ
売
り
場
や
み
ど
り
の
窓
口
ま
た

は
旅
行
会
社
な
ど
に
ご
相
談
さ
れ
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
何
と
言
っ
て
も
「
サ
ン
ラ
イ

ズ
」（
日
の
出
：Sun=

太
陽
、rise=

昇

る
）
の
車
名
の
通
り
、
朝
も
や
の
中
、
富

士
山
や
太
平
洋
と
と
も
に
拝
む
ま
ば
ゆ
い

朝
日
は
、
本
当
に
神
秘
的
で
す
。
場
所
に

よ
っ
て
は
電
車
の
揺
れ
が
激
し
い
時
も
あ

り
ま
す
が
、
車
窓
か
ら
移
り
行
く
街
並
み

や
海
岸
線
を
眺
め
る
こ
の
ひ
と
と
き
は
、

か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
時
間
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
新
見
市
報
道
委
員

が
取
材
、
編
集
を
行
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
話
題
を
お
届

け
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

吋
吋
吋
吋
吋

【
新
見
市
報
道
委
員
】（
敬
称
略
）

角
川　

宣
行
（
新
見
）

難
波　

美
帆
（
哲
西
町
矢
田
）

伊
勢
村
美
佐
野
（
神
郷
下
神
代
）

今
田　

一
成
（
大
佐
田
治
部
）

木
下　

和
恵
（
下
熊
谷
）

高
瀬　

智
司
（
長
屋
）

丸
山　

純
子
（
哲
多
町
本
郷
）

宮
﨑　

桂
子
（
哲
多
町
本
郷
）

小
河　

俊
文
（
市
議
会
議
員
）

谷
本　

隆
之
（
秘
書
広
報
課
長
）

まちやむらの

「
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
雲
」の
車
窓
か
ら

B個室寝台１人用（シングル）

普通車指定席（ノビノビ座席）

駿河湾から望む日の出

新見駅を発車する「サンライズ出雲」



市報にいみ 第１６０号
July201820

　新見公立大学に入学して、3年目になりました。入学当初は、地

元の広島市から遠く、緑に囲まれているこの地域に驚き、不安もあ

りましたが、今はバレーボールやアルバイトを通して地域とのつな

がりを持つことができ、新見市ならではの楽しみ方でのびのびと生

活しています。

　今まで、新見市や岡山市で積極的にボランティア活動をしてきま

した。特に記憶に残っているのは、まなび広場で視覚障がいのある

方のブースのお手伝いをさせていただいたことです。その時の関わ

りによって、障がいがあっても他の人と変わらないと気付き、障が

いに対する認識を改めて考えさせられる経験となりました。また、

岡山市では「学生献血推進連盟」という若年層の献血者増加を目的

とする全国規模のボランティア団体に所属し、活動してきました。

県を越えた学生とのつながりが持て、自分の視野を広げることができました。

　現在、ボランティアや実習の経験から精神看護に興味を持っています。これからは大学の先生や

仲間とともに、自分の将来と向き合っていこうと思います。 

ボランティアを通して学んだこと
新見公立大学　健康科学部看護学科３年

 岡  田 　 茜 さん（広島市出身）
おか だ あかね

N
iim
i College

　
「
年
々
歳
　々

花
相
似
た
り
、歳
々

年
　々

人
同
じ
か
ら
ず
」

　

今
年
も
紫
陽
花
が
美
し
く
咲
き
、

心
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
小
中

学
校
事
務
職
員
を
退
職
し
て
か
ら
、

早
い
も
の
で　

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

１２

そ
の
間
、
地
域
で
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
田

治
部
地
域
振
興
福
祉
協
議
会
推
進
員
、

民
生
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
評
議

員
、
地
域
審
議
会
委
員
、
学
校
評
議

員
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
大

佐
文
化
協
会
、
新
見
地
区
更
正
保
護

女
性
会
な
ど
）。い
ろ
い
ろ
学
ば
せ
て

い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
人
生
最
大

の
試
練
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

田
舎
暮
ら
し
を
豊
か
に
楽
し
く
す

る
た
め
に
、
花
と
野
菜
を
育
て
る
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
年
草

は
種
ま
き
や
挿
し
芽
か
ら
育
て
ま
す
。

咲
い
た
花
は
押
し
花
に
し
て
「
押
し

花
ア
ー
ト
」
を
友
人
と
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
２
年
前
か
ら
野
菜
づ
く
り
も

始
め
ま
し
た
。
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ケ

ー
ル
、
い
ん
げ
ん
、
さ
つ
ま
い
も
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
を
育
て
て
い
ま

す
。
畑
が
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？
調
子
よ
く
育
っ
て
い
ま

す
。「
や
っ
て
み
よ
う
！
や
っ
た
ら
で

き
た
！
で
き
た
ら
も
っ
と
や
り
た
く

な
っ
た
」
そ
ん
な
喜
び
を
感
じ
な
が

ら
田
舎
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
も
す
べ
て
、
手
助
け
し
て
く
れ

る
人
、
教
え
て
く
れ
る
人
が
あ
っ
て

こ
そ
で
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
野
菜

づ
く
り
、
地
域
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
文
化
活
動
の
す
べ
て
に
お

い
て
、
人
に
恵
ま
れ
る
喜
び
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
残
り
の
人
生
を
、
明

る
く
元
気
に
「
ま
あ
る
い
心
で
」
生

き
て
い
き
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃

で
す
。

「地域で学び、地域に感謝」

 池  田 　
いけ だ

 信  惠 さん帰
のぶ え

大佐田治部
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北

か

ら

第　

通
１６０

南 か ら

ャ
ン
プ
座
間
の
敷
地
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る
ジ
ム
で

軍
人
軍
属
を
中
心
に

ボ
ク
シ
ン
グ
を
教
え
て
い

ま
す
。

　

夏
に
な
り
息
子
と
プ
ー
ル
に
行
く
と
、
父

に
連
れ
ら
れ
て
川
釣
り
に
行
き
、
そ
こ
で
父
に

泳
ぎ
を
習
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
現
在

は
新
見
市
の
川
も
当
時
と
は
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
澄
ん
だ
空
気
や
四
季
の
美
し
さ
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
新
見
を
離
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
新
見
の
良
さ
を
発
見
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
良
さ
を
新
見
を
知
ら
な
い
方
々
に
発
信
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

の
水
が
澄
ん
で
空
気
が
美
味
し
く
、
夜
に

な
れ
ば
大
空
に
無
数
の
星
が
現
れ
、
四
季

の
特
徴
が
色
濃
く
街
並
み
に
反
映
さ
れ
る
新
見
市

で　

歳
ま
で
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
救
急
救

１８
命
士
の
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。

　

救
急
救
命
士
と
な
り
ア
メ
リ
カ
の
消
防
士
・
救

急
救
命
士
を
経
て
、
現
在
は
、
神
奈
川
県
に
あ
る

在
日
米
陸
軍
基
地
キ
ャ
ン
プ
座
間
で
管
理
分
析
官

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
滞
在
時
に

ボ
ク
シ
ン
グ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
獲
得
し
、

世
界
最
大
の
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
の
グ
リ
ー
ソ
ン

ズ
・
ジ
ム
と
契
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
で
得
た
メ
ソ
ッ
ド
を
基
に
グ
リ
ー
ソ
ン

ズ
・
ジ
ム
の
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
週
に
数
回
、
キ

　このコーナーでは、市内で文化やスポーツ
などの活動をしている団体を紹介します。掲
載を希望する皆さんからの応募をお待ちして
います。

応募は、秘書広報課緯演６１９０まで

　この会は、国指定天然記念物　「鯉が窪湿
原」を良好のもとに保護していくことを目的
としています。
　今からおよそ１万年前の、日本と中国大陸
が陸続きとなっていて動植物が行き来してい
た時代からあるオグラセンノウや、氷河時代
の生き残りのリュウキンカ、日本固有種のス
イランなど、貴重な植物が生息する鯉が窪湿
原。この貴重な植物の宝庫を守るため、平成
１４年に「鯉が窪湿原を守る会」を設立しまし
た。
　主な活動は外来植物の除去、ミニ湿原を主
にした保護・保全活動です。会員は２０人余り
ですが、矢田谷の住民、水利組合、哲西中学
校の生徒・先生・保護者の方、JR新見駅、新
見高校生物生産科の方の支援のおかげで、目
に見える成果が現れています。
　「貴重な資源を来世に」を合い言葉に活動し
ています。ぜひ会に入っていただき、一緒に
活動しませんか。

みんなの広場

////

晴れ晴れのちのち晴れ 新晴れ　新見見はは今日今日もも青空い青空いっっぱい/ぱい / //

代表者　岡崎　太郎さん
問い合わせ・入会は、事務局（浅井　幹夫さん
緯押３１７７）まで

まい　さーくるL nEet's j oyL nEet'sL nEet's
まい　さーくるまい　さーくる

jj ooyy

鯉が窪湿原を守る会

川

★

 塩  飽 　 賢  路 さん 癌　神奈川県大和市
し わく けん じ 

出身（金谷）　在日米陸軍基地管理本部（管理分析官）
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　全国４７都道府県で同日に開催されました。市民体
育館では、市内のスポーツ少年団の児童ら２１０人が
日本プロ野球ＯＢクラブに所属する県内出身の名選
手ら８人に指導を受けました。
　３年生以下の打撃指導では、まずタイミング、そ
してバットをテコのように使い、体全体の力をバッ
トに伝えるなど、児童やスポ少の指導者に対し、練
習方法も含めて熱心に指導していました。

往年のプロ野球名選手
らと記念撮影も

５５／１１３３

第２４回ダイワハウス全国少年少女野球教室

　新見公立大学３号館で開催され、看護や介護への
進路を考える学生や、親子連れなどで賑わいました。
　赤ちゃんの人形を使い世話を体験するコーナーや
傷の消毒・手当てを体験するコーナーなどが設置さ
れ、参加者は係員の説明を興味深く聞いていまし
た。また、市内の病院や介護施設の就職相談コー
ナーもあり、熱心に話を聞く学生の姿が見られまし
た。

身近な看護や
医療について考えよう

５５／１１３３
看護・介護フェア in 新見

　神郷下神代夢すき公園体験田で開催されました。
　神代郷土民謡保存会会員と神代小学校５、６年生
が、太鼓を打つ「さげ」と華やかなかすりの着物を
着た「早乙女」に扮し、田植え歌にあわせて、軽や
かに田植えを披露しました。
　会場では、神郷太鼓や備中神楽などの郷土芸能の
ほか、特産品販売もあり、シャッターを切る多くの
カメラマンや家族連れで賑わいました。

　新見フォーラムの総会に合わせて開催され、講師
に新見公立大学教授の土井英子氏を迎えました。
　講座ではまず、男は仕事、女は家庭といった意識
のあり方を数字で示し、性別にとらわれず、自分の
意思で社会のあらゆる分野で活動できることが大切
と話しました。その反面、様々な場面で性的なハラ
スメントを感じる人も多く、そうかなと思ったら早
めに市の相談機関などを利用するよう伝えました。

地域の中で自分らしく
いきいきと

５５／２２３３

男女共同参画出前講座

田植え歌にあわせて
華やかに

５５／２２７７

県指定重要無形民俗文化財神郷太鼓田植
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　ＪＴ職員、地元林業関係者、新見公立短期大学の
学生らが参加し、鯉が窪湿原で開催されました。
　３回目となる今回は、鯉が窪湿原遊歩道の階段や
木製ベンチの修繕活動が行われました。
　参加者は、矢神婦人会によるおにぎりと豚汁で疲
れを癒し、午後から、森林の講話を聴き、湿原の散
策や新見産木材を使ったペン立てづくり体験をしな
がら、交流を深めていました。

一緒に汗を流し、笑顔
で交流！

６６／９９

ＪＴの森鯉が窪にいみ森林保全活動

　法曽陶芸館（猪風来美術館）で開催中（８月２６日
まで）の個展でギャラリートークが開かれました。
　小野さんは、館長である猪風来氏の指導の下、３
年前から熱心に作品制作に励み、初めての個展開催
となりました。
　ギャラリートークのあとは、小野さんが山で採取
した草花を使ったお菓子と法曽茶で茶話会が開か
れ、参加者たちは自然の味を楽しみました。

力強い縄文土器の数々６６／３３

小野真由美縄文土器展「大好きな縄文」

　本郷小学校のグラウンドで開催され、初夏を感じ
させる晴天の下、多くの来場者で賑わいました。
　「日本ＳＡＩＫＯ料理ショー」や屋台では、千屋牛
など地元の食材を使った料理が出品され、来場者た
ちは好みの品に舌鼓を打っていました。
　また、ステージではダンスや伝統芸能、牛の碁盤
乗りやバルーンショーなどが行われ、観客を楽しま
せていました。

多彩なステージや料理
を楽しむ

６６／３３

哲多ふる里すずらんまつり

　まなび広場にいみ・ギャラリーおよび小ホールに
て開催され、２日は新見市出身の日本ベーテル協
会、とちぎ日独協会の両会長である宇都宮大学名誉
教授の橋本孝さんが、ドイツ・ビーレフェルト市に
ある福祉の町、ベーテルについて解説されました。
　また、３日にはドイツに古くから伝わる「グリム
童話」について講演。童話から人生訓を学び、次世
代に伝えて欲しいと話しました。

「奇跡の医療・福祉の町」
「グリム童話」への理解を深める

６６／２２・・３３
ベーテル写真パネル展・中央図書館１周年特別講演
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「
こ
ど
も
・
夏
の
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

　

市
内
の
図
書
館
を
回
っ
て
ス
タ
ン
プ
を

集
め
よ
う
！
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
館
内
の
展
示
物
、
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

展
示
「
課
題
図
書
・
自
由
研
究
の
本
」

　

夏
休
み
に
必
要
な
本
を
特
集
し
ま
す
。

「
１
日
図
書
館
員
に
な
ろ
う
！
」

対
象　

小
学
生
４
～
６
年
生

　

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

中
央
図
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
哲
西
図
書
館
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

「
七
夕
飾
り
」

７
月
の
行
事

「
こ
ど
も
お
楽
し
み
会
」

「
こ
ど
も
映
画
会
」

　

幼
児
や
保
護
者
を
対
象
に
、
絵
本
の
読

『
新
宿
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
』

（
小
説
）　

中
央
・
神
郷

小
原
周
子
／
著　

講
談
社
／
刊

　

介
護
現
場
は
理
不
尽
だ
ら

け
。不
衛
生
な
現
場
、終
末
期
の

患
者
、
料
金
交
渉
し
て
く
る
家

族
な
ど
。 

無
理
難
題
が
ふ
っ
て

く
る
。
患
者
と
家
族
と
看
護
師

と
、本
当
の
弱
者
は
誰
な
の
か
。

『
失
敗
図
鑑　

す
ご
い
人
ほ
ど

 
ダ
メ
だ
っ
た
！
』   （
児
童
書
）

神
郷

大
野
正
人
／
著　

文
響
社
／
刊

　

す
ご
い
人
ほ
ど
ダ
メ
だ
っ

た
！
読
め
ば
勇
気
が
わ
い
て
く

る
。新
し
い
心
の
教
科
書
。失
敗

エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
子
ど
も
を
勇
気
づ
け
る
た

め
の 
「
心
の
教
え
」も
紹
介
。

『
き
も
だ
め
し
キ
ャ
ン
プ
』

（
児
童
書
）
神
郷

吉
田
純
子
／
作

つ
じ
む
ら
あ
ゆ
こ
／
絵

あ
か
ね
書
房
／
刊

　

こ
わ
が
り
お
ば
け
の
ポ
ー
ち

ゃ
ん
。お
ば
け
小
学
校
の
キ
ャ
ン

プ
の
夜
は
肝
だ
め
し
で
す
。
道

を
間
違
え
た
ポ
ー
ち
ゃ
ん
の
前

に
は
本
物
の
こ
わ
～
い
お
ば
け

が　
 
こ
わ
く
て
楽
し
い
お
話
。

！？

『
き
み
、な
に
が
す
き
？
』（
児
童
書
）

 
中
央
・
哲
西
・
神
郷
・
大
佐

は
せ
が
わ
さ
と
み
／
さ
く

あ
か
ね
書
房
／
刊

　

森
に
す
む
あ
な
ぐ
ま
が
、
庭

の
畑
で
友
達
の
す
き
な
も
の

を
作
り
た
い
と
思
い
つ
き
ま
す
。

一
体
、
何
を
作
る
の
で
し
ょ
う

…
。
読
書
感
想
文
課
題
図
書
に

も
な
っ
て
い
る
作
品
で
す
。

今月の 本棚

図書館ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
定期休館日開館時間

１０：００～２０：００中 央 緯演２８２６
月曜日

（祝日のときは翌日）
９：００～１９：００
土日祝 １７：００閉館大 佐 緯殴２３０４

月曜日
（祝日のときは翌日）
月末の平日

１０：００～１８：００神 郷 緯往６１１０

土・日曜日、祝日９：００～１７：００哲 多 緯横２０１０
９：００～１９：００哲 西 緯押２１１０

祝日１０：００～１８：００学 術 緯演０６６４
中央＝中央図書館、大佐＝おおさ総合センター図書コーナー、神郷＝神郷生涯
学習センター図書コーナー、哲多＝哲多総合センター図書コーナー、哲西＝哲
西図書館、学術＝学術交流センター図書館

み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
か
ん
た
ん
工
作
な

ど
と
子
ど
も
向
け
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
う
っ
か
り
ペ

ネ
ロ
ペ
」
を
上
映
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

「
子
ど
も
映
画
会
」

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
こ
ろ
わ
ん
の
お
は
な
し
」
の

上
映
を
し
ま
す
。

 
館
内
整
理
の
た
め
お
休
み
し
ま
す
。

中
央
図
書
館　

７
月　

日
捷

２３

  
夏
休
み
行
事　
　
　
　
 
全
館

 
哲
西
図
書
館

「中央」などは、所蔵図書館を表しています。

おすすめ

７
月　

日
松　
　

時
～

２１

１３

 
中
央
図
書
館 
（
ま
な
び
の
森
新
見
図
書
館
）

７
月　

日
松
～
８
月　

日
晶

１４

３１

８
月
１
日
昌
～
８
月
７
日
昇

 
中
央
図
書
館 
（
ま
な
び
の
森
新
見
図
書
館
）

７
月　

日
松　
　

時
～

２１

１４

 
哲
西
図
書
館

７
月
２
日
捷　
　

時　

分
～

１０

３０
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 「 猪  風  来 美術館」
い ふう らい

新見市法曽609番地（緯煙2444）
開館時間 諮9：30～17：00
休 館 日諮月曜日（但し７/１６（月・祝）は開館し、
　　　　　翌日休館）

法曽陶芸館

●観覧料
　一般… 400円（350円） 　高校生… 200円（150円）
　（　）内は15人以上の団体料金
※中学生以下は入館無料

企画展

新見美術館
新見市西方361番地（緯演7851）

会
期
▼
８
月
１
日
昌
～
９
月
９
日
掌 　

会
期
中
無
休 

八
代
亜
紀

ア
ー
ト
の
世
界

●八代亜紀　アートの世界　観覧料
　（　）内は１５人以上の団体料金
一　般 ８００（７００）円
大学・専門学校生 ５００（４００）円
中高生 ３００（２５０）円 　小学生 ２０0（１５０）円

※市内小中学生は「こころふれあいパスポート」提示で観覧無料
※「高梁川流域パスポート」提示の小学生は土・日・祝休日に限り観覧無料

開館時間諮9：30～17：00（入館は16：30まで）

休 館 日諮

　

小
野
真
由
美
縄
文
土
器
展

「
大
好
き
な
縄
文
」

会
期
▼
６
月
１
日
晶
～
８
月　

日
掌

２６

に
す
る
作
品
と
を
交
互
に
作
り
な
が
ら
独

自
の
創
作
世
界
を
模
索
し
て
き
た
。

　

生
命
の
土
器
を
縄
文
時
代
の
女
た
ち
の

よ
う
に
作
り
自
ら
野
焼
き
し
た
い
― ―
と

い
う
彼
女
の
思
い
は
「
女
た
ち
の
縄
文
野

焼
き
」
挑
戦
に
結
実
し
て
き
た
。

　

今
回
の
掲
載
作
品
は
大
地
か
ら
湧
き
立

つ
生
命
の
胎
動
・
産
出
・
躍
動
し
て
い
く

文
様
が
力
強
い
最
新
作
。
土
器
の
ほ
か
に

土
偶
や
創
作
土
面
な
ど
約
１
０
０
点
を
展

示
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

命
を
い
た
だ
く
縄
文
土
器
は

　

渦
め
い
て　

出
逢
っ
て　

結
ば
れ
て

　

命
あ
ふ
れ
さ
す　

生
き
て
い
る
噐

　

命
が
宿
り　

魂
が
込
め
ら
れ
た
造
形

（
小
野
真
由
美
『
大
好
き
な
縄
文
』
） 

　

小
野
真
由
美
（
岡
山
市
在
住
）
は
こ
の

３
年
間　

何
も
の
か
に
取
り
憑
か
れ
た
よ

う
に
夢
中
で
土
器
作
り
に
邁
進
し
て
き
た
。

創
意
に
満
ち
自
由
に
精
神
を
解
き
放
っ
た

作
品
と
、
縄
文
土
器
の
模
写
を
通
し
て
縄

文
の
技
と
古
の
人
の
息
遣
い
を
我
が
も
の

小
野
真
由
美
・
作
「
大
地
の
鼓
動
」

■
関
連
企
画

「
八
代
亜
紀
ミ
ニ
ト
ー
ク
＆
サ
イ
ン
会
」

日
時　

８
月　

日
掌

１２

　
　
　

①　

時
～　

②　

時
～

１１

１４

　

サ
イ
ン
会
参
加
は
各
回
先
着　

名
５０

会
場　

新
見
保
育
所

※
ミ
ニ
ト
ー
ク
参
加
に
は
当
日
の
観
覧
券

が
、
サ
イ
ン
会
参
加
に
は
当
日
の
観
覧

券
と
整
理
券
が
必
要
で
す
。

※
整
理
券
は
当
日
の
開
館
時（
９
時　

分
）

３０

か
ら
、
新
見
美
術
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ

ョ
ッ
プ
に
て
サ
イ
ン
対
象
商
品
を
当
日

ご
購
入
の
方
、
各
回
先
着　

名
に
配
布

５０

し
ま
す
。

　　　７月末まで休館
　館内メンテナンスと・空調工事等のため
　７月２日捷～７月３１日昇
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新
見
市
幼
児
ク
ラ
ブ
交
流
事
業

劇
団
か
か
し
座　

影
絵
劇

★８月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、秘書広報課（緯演6190）にご一報ください。（締切は７月１３日晶）

 藤  下 　 哲  匠 ちゃん
ふじ した てっ しょう

（哲多町成松/７.１４生）

今月、満１歳になる子どもたちです。これからも元気で大きくなってね！

 安  田 　 菜  芭 ちゃん
やす だ なの は

（上市/７.２８生）
 髙  瀬 　 夏  希 ちゃん
たか せ なつ き

（長屋/７.２１生）
 谷  本 　 実  紗  希 ちゃん
たに もと み さ き

（下熊谷/７.２１生）
 吉  岡 　 桧  希 ちゃん
よし おか ひな の

（神郷下神代/７.２０生）

 田  邉 　 碧  人 ちゃん
た なべ あお と

（正田/７.１４生）

日　時　７月１５日掌　１０時４５分～１１時３０分（１０時３０分開場）
場　所　哲多総合センター　大ホール
　　　　（駐車場は本郷小学校グラウンドをご利用ください）
入場料　１家族１００円（当日ご用意ください）
参加対象　乳幼児とその家族
その他　事前申込は不要です。
【問い合わせ先】　こども課　緯演６１１５
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診療時間はいずれも９時から
１７時までです。

【担当医療機関(当番医)】
○新 ＝新見市　○真 ＝真庭市
○高 ＝高梁市　○庄 ＝庄原市

休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日
診診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療療

健診日程

●３〜４か月児健康診査

対象児時間曜日月日

平成３０年３月生１３：００～１３：３０金７月２０日

●９〜１０か月児健康診査

対象児時間曜日月日

平成２９年８月１６日～
　　　　９月３０日生１３：００～１３：１５木７月５日

●１歳６か月児健康診査

対象児時間曜日月日

平成２８年１２月１日～
平成２９年１月１０日生１３：００～１３：２０金７月６日

●２歳６か月児健康診査

対象児時間曜日月日

平成２７年１２月生１３：００～１３：３０水７月１１日

●３歳児健康診査

対象児時間曜日月日

平成２６年１２月生１３：００～１３：３０木７月２６日
※場所は、市役所南庁舎です。
※各乳幼児健診については、対象者の保護者あてに別
途ご案内します。
※育児相談、健康診査は、新見市で住民登録を行ってい
る人のみ受けることができます。

【問い合わせ先】　健康づくり課　緯演６１２９

健健健健健健健健健健健診診診診診診診診診診診
なななななななななななどどどどどどどどどどど

　　　　　　　 24時間いつでも、健康、医療、介護な
　　　　　　　 どの相談を看護師・保健師・医師など
　　　　　　　 の専門スタッフに無料で電話相談で
き　　　　　 ますのでご利用ください。
　　　　　　　■電話番号　電話番号はインター
　　　　　　　　 ネット上では公開しておりません。
■相談日時　年中無休（２４時間対応）
■対 象 者　市内に住所を有する人
【問い合わせ先】市民課　緯演６１３０

　　　　　　　 ■電話番号
　 　　　　　　  ＃８０００または０８６ー８０１ー００１８
　　　　　　　 ■相談日時
　　　　　　　　 煙平日１９：００～翌朝８：００
　　　　　　　　 煙土曜、日曜、祝日および１２月２９日 ～
　 翌年１月３日１８：００～翌朝８：００
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね１５歳以下の　
　　　　　　子どもおよびその保護者
【問い合わせ先】市民課　緯演６１３０

小児
救急医療
電話相談

７月８日（日）
○新 太田病院 緯演０２１４
○庄 日伝医院 緯０８４７７隠２１８０
○真 金田病院 緯０８６７液１１９１
○真 岸本整形外科(外) 緯０８６７泳０４９５
○高 大杉病院 緯０８６６鰻５１５５
７月１５日（日）
○新 渡辺病院 緯演２１２３
○庄 東城病院 緯０８４７７隠２１５０
○真 湯原温泉病院 緯０８６７円２２２１
○真 イケヤ医院(内) 緯０８６７泳０１２２
○高 藤本診療所 緯０８６６鰻３７６０
○高 備中診療所 緯０８６６盈９００１
７月１６日（月）
○新 新見中央病院 緯演２１１０
○庄 庄原市休日診療センター 緯０８２４演９９００
○真 中山病院 緯０８６７泳０３７１
○真 遠藤クリニック(外) 緯０８６７宴３００２
○高 備中整形外科 緯０８６６泳４３１１
○高 三村医院 緯０８６６浦９０１０
７月２２日（日）
○新 新見市休日診療所(内) 緯演０３３４
○新 長谷川紀念病院 緯演３１０５
○庄 三上クリニック 緯０８４７７隠１１５１
○真 勝山病院 緯０８６７瑛３１６１
○真 杉江医院(内) 緯０８６７液３４５６
○高 成羽病院 緯０８６６泳３１１１
７月２９日（日）
○新 渡辺病院 緯演２１２３
○庄 こぶしの里クリニック 緯０８４７７隠５２５５
○真 落合病院(内) 緯０８６７液１１３３
○真 金田病院(外) 緯０８６７液１１９１
○真 中井医院(内) 緯０８６７瑛４８４８
○高 池田医院 緯０８６６鰻２２４４
○高 野村医院 緯０８６６浦０００３
８月５日（日）
○新 新見市休日診療所(内) 緯演０３３４
○新 新見中央病院 緯演２１１０
○庄 瀬尾医院 緯０８４７７隠００２３
○真 近藤病院 緯０８６７瑛２６７１
○真 さとう医院(外) 緯０８６６液９８９８
○高 仲田医院 緯０８６６鰻０５１１

○体の調子が思わしくない時は、症状が重くなる
前に早めの受診を心がけましょう。
○なるべく医療機関の診療体制が整っている「通
常の診療時間内」に受診しましょう。

【問い合わせ先】　市民課　緯演６１３０

●献血

時間会　　場曜日月日

１０：００～１１：４５
１２：４５～１６：００にいみプラザ木８月２日

※６５歳～６９歳の人は、６０歳～６４歳までの間に献血の経
験がある人に限られます。
※本人確認ができる物を持参してください。

にいみ24時間

安全安心
相談ダイヤル



市報にいみ 第１６０号
July201828

土（SAT）金（FRI）木（THU）水（WED）

７
新見みらいづくり会議
煙１３：３０～１６：００
煙新見商工会館
煙企画政策課緯演６１１４

６
心配ごと相談
煙９：００～１２：００
煙きらめき広場・哲西
煙社協哲西支所緯押３３３３

５
心配ごと相談
煙９：３０～１２：００
煙哲多総合センター
煙社協哲多支所緯横３１１１
消費生活相談
煙１０：３０～１５：００煙ふれあい会館
煙商工観光課緯演６１３７

４
煙南庁舎煙総務課緯演６２０４
心配ごと相談煙９：００～１２：００
煙地域福祉センター
煙社協本所緯演７３０６
クアオルト健康ウオーキング 
煙９：００（開始）
煙協働推進課緯演６１４３

１４
第３１回地方創生
にいみカレッジ「鳴滝塾」
煙１４：００～
煙新見公立大学　学術交流センター
煙地方創生カレッジ（新見公立大学）
　緯演０６３４

１３
交通事故相談
煙１０：００～１５：００
煙ふれあい会館
煙生活環境課緯演６１２２

１２
市長とフリートーク
煙１９：００～
煙きらめき広場・哲西
煙秘書広報課緯演６１９０

１１
クアオルト健康ウオーキング 
煙９：００（開始）
煙協働推進課緯演６１４３
人権・行政・登記・法律相談
煙９ ：００～１２：００
煙哲多総合センター
煙哲多支局緯横２１１１

２１
東京藝術大学の絵画教室 
煙９：００～１７：００
煙新見公民館・生涯学習センター
煙生涯学習課緯演６１４７

２０１９
クアオルト健康ウオーキング 
煙９：００（開始）
煙協働推進課緯演６１４３
市長とフリートーク
煙１９：００～
煙おおさ総合センター
煙秘書広報課緯演６１９０

１８
煙９：００～１２：００煙南庁舎
煙総務課緯演６２０４
心配ごと相談
煙９：００～１２：００煙南庁舎
煙社協本所緯演７３０６
法律相談（要予約）
煙１０：００～１５：００煙南庁舎
煙社協本所緯演７３０６

２８
にいみ塩から子育成事業
煙９：００～２１：４５
煙新見青少年野外活動センター
煙生涯学習課緯演６１４７
市民学習講座
「ハーバリウムづくり教室」
煙１４：００～１６：００
煙新見公民館　集会室
煙生涯学習課緯演６１４７

２７
身体障がい者等巡回更生相談
煙１１：００～１２：００（受付）
煙哲多総合センター
煙福祉課緯演６１２６

２６
クアオルト健康ウオーキング 
煙９：００（開始）
煙協働推進課緯演６１４３
市長とフリートーク
煙１９：００～
煙南庁舎
煙秘書広報課緯演６１９０

２５
心配ごと相談
煙９：００～１２：００
煙やまびこ広場神郷
煙社協神郷支所緯往６６７７
人権・行政・登記・法律相談
煙９：００～１２：００
煙やまびこ広場神郷
煙神郷支局緯往６１１１

４
新見ふるさとまつり
煙１８：００～
煙新見駅前通りほか
煙商工観光課緯演６１３６

３
心配ごと相談煙９：００～１２：００
煙おおさ総合センター
煙社協大佐支所緯殴３１１９
人権・行政・登記・法律相談
煙９：００～１２：００
煙おおさ総合センター
煙大佐支局緯殴２１１１

２
消費生活相談
煙１０：３０～１５：００煙ふれあい会館
煙商工観光課緯演６１３７
献血
煙１０：００～１１：４５,１２：４５～１６：００
煙にいみプラザ
煙健康づくり課緯演６１２９

８／１
クアオルト健康ウオーキング 
煙９：００（開始）
煙協働推進課緯演６１４３
心配ごと相談
煙９：００～１２：００
煙地域福祉センター
煙社協本所緯演７３０６

１１１０
交通事故相談
煙１０：００～１５：００
煙ふれあい会館
煙生活環境課緯演６１２２
岡山県統一ノーレジ袋デー
煙参加各店舗（５３店舗）
煙生活環境課緯演６１２４

９８
クアオルト
健康ウオーキング 
煙９：００（開始）
煙協働推進課緯演６１４３

※クアオルト健康ウオーキング =新見富士コース、まんさく運動公園
　　　　　　　　　　　　　　 =満奇洞コース、ふれあいセンター満奇

行事予定＆カレンダー ７月

人権相談
煙９：００～１２：００

人権・行政・登記・家庭
児童・母父子相談
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火（TUE）月（MON）日（SUN）

７６５４３
岡山県よろず支援拠点による
経営相談
煙１４：００～２０：００
煙ふれあい会館
煙商工観光課緯演６１３７

２７／１

１４１３１２１１１０
岡山県統一ノーレジ袋デー
煙参加各店舗（５３店舗）
煙生活環境課緯演６１２４
市長とフリートーク
煙１９：００～
煙神郷保健センター
煙秘書広報課緯演６１９０

９８

２１２０１９１８１７岡山県よろず支援拠点
による経営相談煙１４：００～２０：００
煙ふれあい会館
煙商工観光課緯演６１３７
PTA指導者人権教育研修会
煙１３：００～１５：４５
煙南庁舎
煙生涯学習課緯演６１４７

１６ 海の日１５
新見市幼児クラブ交流事業
影絵劇
「魔法つかいのおとぎばなし」
煙１０：４５～１１：３０
煙哲多総合センター
煙こども課緯演６１１５

２８２７２６２５２４２３
市長とフリートーク
煙１９：００～
煙哲多総合センター
煙秘書広報課緯演６１９０

２２
東京藝術大学の絵画教室 
煙９：００～１７：００
煙新見公民館・生涯学習センター
煙生涯学習課緯演６１４７
映画上映会
「君の膵臓をたべたい」
煙１４：００～１６：００
煙まなび広場にいみ大ホール
煙生涯学習課緯演６１１０

４３２８／１３１３０２９
にいみ塩から子育成事業
煙６：００～１５：３０
煙新見青少年野外活動センター
煙生涯学習課緯演６１４７

１１１０９８７
岡山県よろず支援拠点による
経営相談
煙１４：００～２０：００
煙ふれあい会館
煙商工観光課緯演６１３７

６心配ごと相談
煙９：３０～１２：００
煙哲多総合センタ－
煙社協哲多支所緯横３１１１
煙９：００～１２：００
煙きらめき広場・哲西
煙社協哲西支所緯押３３３３
人権・行政・登記・法律相談
煙９：００～１２：００
煙きらめき広場・哲西
煙哲西支局緯押２１１１

５

※社協=新見市社会福祉協議会

CalendarJul

新見市
★市役所
　岡山県新見市新見３１０番地３
★位置
北緯３４度５８分３８秒
東経１３３度２８分１３秒

★面積　７９３.２９平方キロ
★市の生きもの　千屋牛
市の花　アテツマンサク
市の木　ピオーネ

★人口（）は前月比
総人口　２９,８５９人（－６４）
　男　　１４,３３０人（－３３）
　女　　１５,５２９人（－３１）

出生１９人　　　転入２８人
死亡４９人　　　転出６２人

世帯数　１２,７４８世帯（－１６）
（平成３０年５月末日現在）

市税・保険料
納期限▶７ 月３１日昇
■固定資産税・都市計画税 

２期
■国民健康保険税　　１期
■介護保険料　　　　１期
■後期高齢者医療保険料　

１期

何の月何の日（７月）

■「社会を明るくする運動」
  強調月間

■河川愛護月間

マスコットキャラクター「にーみん」
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     Hello，my name is Jurita Yu.  I am 
from Toronto, Canada and is currently a 
3rd year ALT Niimi.  During these past 3 
years living in Niimi I have been able to　
experience a lot of fun times.  Niimi has 
become my home away from home.  Unlike 
Toronto Niimi is filled to nature and the 
beauty that nature provides.  They are 
opposites, like the sun and the moon.  It is 
one of the reasons that I love Niimi so 
much.  However my big fear of bugs has 
prevented me from enjoying Niimi to the 
fullest. 
     While living in Japan I have been busy 
with many hobbies such as ikebana, 
drawing, reading manga, watching anime 
as well as arts and craft.  I particularly like 
doing arts and craft and will spend most of 
my days making something.  If you ever see 
me around Niimi, please don’ t hesitate to 
talk to me and tell me about your hobbies, I 
love making new friends.  See you around. 

新見市派遣 AL新見市派遣 ALTT

ジュリータ・ユジュリータ・ユウウさんさん
カナダ トロンカナダ　トロントト
本郷小、塩城本郷小、塩城小小

●放送時間 １日３回 ９：３０・１５：３０・２１：３０（各３０分枠）
【月・金】
・にいみロコモ体操
・GO！GO！にーみんダンス（うしろから）
・さあ歩こう！！クアオルト ®健康ウオーキング①
ほか

【火・木・土】
・にいみロコモ体操
・GO！GO！にーみん PV
・新見でアウトドア体験　　　　　　　　　　

～オートキャンプ編～（再放送）　ほか
【水・日】
・にいみロコモ体操
・GO！GO！にーみんダンス（まえから）
・さあ歩こう！！クアオルト ®健康ウオーキング②
ほか
●一部インターネットでもご覧になれます！

※番組内容等都合により変更になることがあります。
【問い合わせ先】　秘書広報課☎演６１９０

新見市は英語教育に力を入れていま新見市は英語教育に力を入れていますす
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